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中心静脈セット，電気的除細動器，S-Bチューブな

ど)。 救急蘇生薬品一式(アドレナリン，ステロイ

ド， 鎮静剤そのほか)0 12誘導心電図。超音波検査

装置(心臓，腹部，表皮)，呼吸心拍モニター(ECG，

経皮的酸素飽和度測定器 EtCO2モニターなど)。

外科処置器具一式。 足踏み式吸引機等。

図7 訪問専用車両の運転席

図8 通常の医療装備

図9 訪問専用車両

(1)移動手段

宮古島本島内では， 図9に示した軽自動車(ダイ

ハツミゼット II)を用いて患者宅を訪問しているが，

周辺の離島への往診は 2隻の専用艇によって行っ

ている。6人乗りの13'sMoon(図10)は，最高速度30

ノット，航続距離約150kmである。 GPSと超音波深

度計を備えており，中距離の，暗礁の多い島の往診

に適している。ウォータークラフトのマーキュリー

(図11)は，最高速度約60ノット，航続距離約50km

で，比較的近距離の緊急往診に適している。

( 2 )診療実績

当院は，平成9年10月の開院後約2年聞が経過し

たが，開業後の約 1年半で患者数は80から90名とな

り，平成11年9月現在プラト ーに達している。

平成11年9月現在における当院の実績は次のとおり

である。

定期的訪問世帯数 80世帯

平均年齢 80.9歳

最高齢 99歳

1日の平均訪問件数 約11件

最近9ヵ月の在宅死亡 4名

最近9ヵ月の夜間診療 79回

であった。

6.考察

(1)遠隔医療と訪問診療

訪問診療が必要と考えた根拠をあげる。

①宮古島は，すでに超高齢化社会を迎えており，

通院不可能な老人は今後確実に増加する。

②家族の負担の大きさは入院の根拠にはならない。

③こういった老人に対して医療を提供する場合，

生活の現場を観察し， 家庭や周囲の社会的事情を踏

まえて，その適応を決定しなければならない。

④死亡診断書の作成は， 診察後24時間以内の患者

に対してのみ許可されており，他は警察官の立ち会

いによる検死が必要で、ある。

とくに④については，以前より深刻な問題であっ

た。今後，通院不可能な一人暮らし老人の死亡が増

加し， 警察官による無意味な捜査が増えれば，その

対応は新たな社会問題となっていくであろう。

次に，訪問診療が困難な一般的な理由をあげる。
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①移動中は連絡が取り難く ，緊急事態に対応しが

たい。

②急変した患者の過去の情報を引き出しがたい。

③重症患者の管理が困難である。

④一日に診療可能な患者数が限られている。

①自費負担額をその場で計算するのが困難である。

⑤薬の配達のルートを確保しがたい。

⑦他の機関との連絡体制の確保が困難である。

こういった問題点は，宮古島に限らず，高齢と過疎

化が問題となっている他の地域でも深刻な問題と

なっており，最近では自治体や企業のパックアップ

のもとに遠隔医療のノウハウを模索する動きがみら

れるようになった。

図12に，一般的な遠隔医療のパターンを示した。

現在検討されている遠隔医療システムは，固定した

司令センターである病院から，主治医が指示のみを

行なうものである。簡単な処置であっても，現場の

スタッフが必要な資格や技術を持たない場合，結局

は患者が病院まで通院しなくてはならない。この型

図10 離島往診用船舶(13'8Moon) 

図11 離島往診用船舶偽ifercury)

の遠隔医療では，モニターを装着したが，医者が病

室まで来てくれない病室のようなものであり，所詮

「ノてーチャル」の域を出ない。患者は症状があるから

訴えてくるのであって，何も異常がなければ，電話

の音声情報や，そのほかの簡単で安価なシステムで

充分なはずである。

当院では，必用な技術を持ったスタッフが，患者

のベッドサイドから他のスタッフや機関に情報を送

信するシステムとしており，実際に患者に接触する

ことを診療実績の条件としている。

( 2 )経営学としての訪問診療

平成11年9月現在の，老人訪問診療の保険点数は

次の通りである。訪問診療については，基本的に定

額制である。訪問 1日ごとに寝たきり老人訪問診療

料 820点が加算され，月に 2回以上の訪問があれ

ば，寝たきり老人在宅総合診療料2，300点が，月 1回

加算される。また，連携施設を確保し，連絡体制を

整えることによって， 24時間連携体制加算1，600点

が，月l回加算される。これにより，月 4回訪問し

た場合の l人単価は， 7，180点となる。そのほか，

処置などの加算があり，通常の外来診療に比べて効

率がよい。当院の常勤スタッフは，医師l名，看護

婦 l名，ケースワーカー l名，および内勤の事務員

I名の計4人のみである。それぞれが診療業務に携

る時間は7時間以内である。また，時間外の救急診

療を除いた，現在の平均的な一日訪問診療件数であ

る11件を訪問するために必要とする時間は 5時間以

内であり，スタッフの拘束時間はきわめて短い。当

院では，電子カルテを使用することにより，スタッ

フ数とその拘束時間を最低限に抑えることに成功し

ている。そのため，人件費がかなり低く抑えられて

いる。必用最低限の訪問診療システムのみ使用すれ

ば，医師一人でも事務処理を含めたすべての業務を

こなすことが可能である。

-現在検討されている遠隔医療

システムは、固定した司令セ

ン安一 (病院)が情報交換の

みを行うものである。

・簡単な処置であっても、現場

のスタッフが必要な資格や技

術を持たない場合、結局は患

者が病院まで通院しなくては

ならない。

図12 一般的な遠隔医療のパーターン
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また，当院では点滴注射薬や処震材料を含めた，

ほほ完全な医薬分業を行っており，点滴管理や定期

的な筋肉注射，簡単な処置等については，訪問看護

ステーションにオーダーを出して依頼している。こ

のシステムは一般病院での入院患者に対するオー

ダーシステムに近く，時間的な診療効率がきわめて

よいのみならず，物品の仕入れと管理にかかわる

簡の簡素化と経費のコストダウン，および人件費の

コストダウンにつなカfっているO

多くの医療機関が経営困難に陥る原田の主な理由

は，診療収入に対する必要経費，とくに人件費と材

料費の高騰であるO 社会保険の財源が危機的状況に

ある最近の社会情勢を考癒すると，診療収入の増収

は望むべくもなく，必要経費の削減を図るべきであ

ろう O しかし，医師が経営者である場合には，全く

専門外の経済的，事務的作業に多くの時間を拘束さ

れがちで，診療がおろそかになり，吏なる経営難を

招く結果となりがちである。当践では，診療の核と

なる「患者対医師jの部分のみにその機能を絞りこ

み，最低眼の人員によって運営している。そうする

ことによって，医師にとって理解が国難な経営のノ

ウハウ，すなわち給与，仕入れ，税務，総務などの

医療と亙接関係のない事務処理を極端に簡素化して

いる。また，社会保険の支払側からみても，入院医

療費，とくに安定した慢性期の患者や，末期的病態

の患者，とくに，老衰死として死亡する患者の医療

費を大幅に抑制することが可能であり，今後の医療

費の上昇を抑えることができる可能性がある。

( 3 )実用的な電子カルテとは 7

当院で使用している電子カルテソフトである Dr.

GONは，元来コンピュータにはあまりかかわりの

ない立場にあった医師の手による自作ソフトであ

る。さらに，当院常勤スタッフの中で，従来からコ

ンピュータによる情報処理に携っていた経験がある

のは，コーディネータの 1名のみであるが，すべて

のスタッフが日常の入力操作を全く開題なくこなし

ている。すなわち，未経験者でも操作しやすい

フォーマットとしたため， Dr.GONの操作自体はき

わめて容易であるO

最も問題となる部分は，カルテソフトではなく

OSのシステムエラーや，プリンタ…の切替えなど

の操作である。一般常識として，就職などに必要と

される桂度のコンピュータの知識を持った医療関係

者はきわめて希で，電子カルテを導入しでも，入力

操作がなされないために運用がままならない事が多

いようである。その解決法として，次の2案を提案

したい。

①医学部の必修科目にコンピュータを導入する。

また，教育医療機関のすべての記録を手書きせず，

データ入力するシステムとする O

②さらに簡便なrnan-rnachineInterfaceを開発する。

この開題については，両方からアプローチする必

要があるが，多くの一般企業がコンピュータを就職

の必須条件としている現在，われわれ医療関係者

も，コンピュータの知識を必須のものとすべきでは

ないだろうか。また，コンピュータ関連企業は，医

療などの特殊な専門領域へシステムを提供する際，

あまりに多くの機能を持った多種多様なシステムを

乱発すべきではなく，シンプルな操作で決められた

機能のみこなすシステムを安価に提供する努力が必

要である。底療においては，患者と接する部分以外

の待問や労力を極力抑えるべきで，電子カルテは，

それを実現するために導入すべきものである。導入

によってスタッフの誰かの労働時間が長くなった

り，ストレスが増加するようなシステムは不要であ

るO

( 4 )診療方針

当院のポリシーは，次のとおりである。

①患者の家庭の事情をよく理解するO

②とくに高齢者に対する過剰な塁療は差し控える。

③社会的適応があれば，議極的な高度医療を提供

する。

患者と家族の希望があれば，極力自宅で処置し，

死亡確認まで行なう。目的は，本来あるべき，適正

な医療を提供することにある。

( 5 )今後の課題

①'Webを活用した情報システムを確立する。

②台風や悪天候時における交通手段を確保する。

③集中治疲が可能なパックアップ施設を確保する。

④罷師過剰の高齢化社会におけるベンチャー的医

院開業モデルとしてのシステム開発と啓蒙を積語的

に千子なっていく。

わが国に必用な訪問診療システムを構築するた
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め，さらなる情報の高速化，効率化と，コストダウ

ンをはかっていきたいと考えているO

7 .結 圭五
羽ロ

コンピュータの持つ通信情報機能を活用した診療

システムを紹介した。このシステムでは，援療'情報

が効率よく保存され，事務処理にかかわる手間と時

開が大幅に軽減される。医療システムの効率化は，

今後さらに高齢化していく我が国の社会にとって，

必要不可欠である。当院では，高齢化するわが国の

社会の将来橡とも考えられる宮吉島を拠点として，

コンピュータ化による訪問医療の高度な効率化を

践しているO
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Visiting diagnostic system using mobile computer 

Keigo Yasukawa 1) 

1) Ishimine Clinic 

Abstract 

The rapid aging of J apan' s population is precipitating an acute crisis for the country' s medical insurance system， 

and many treatment facilities are suffering financially. We have developed a new home care network system using 

computerized medical records adapted for a network. The system has achieved considerable cost reduction and 

reduced waste. Our system is now undergoing development on Miyakojima， part of Okinawa Prefecture， Japan， a 

rur泣 areawith a large population of elder匂.This system can be adopted for・useanywhere in Japan. 

Keywords: Home care， emergency medicine， terminal care 
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1 .はじめに

Internet調査の方法

-Internet調査の成功のために一

湯浅秀道 1)

Internet謂査は弔一般の郵送調査より低経費で迅速な問答と多くの

人数を獲得できる。しかしながら，自発的ボランティアによる謂

査では，その調査の有効性を検討することもできないほど少ない

回答数となってしまう O 調査が抽選による懸費を行なっている場

合宅回答率は大きく増加する。抽選による懸曹は宅低経襲と効率

的な調査のために最も重要である O そして懸費の告知もまた宅多

くの無料告知Webサイトから行なうことが時能である。

(方法)HTML言語と CGIプログラムを使用することによって司自

動的に質関紙の臨答を需子メーjレで割収可能とした。さらに，需

子メーjレからデータベースを作成するソフトウェアによって，卓

上で迅速に解析を行なった。

(結果)1週間で1，000以上の盟答を集め，最終回答者数は2，062で

あった。この回答者数はMedLine検索によって得られた宅従来の

Internet調査の中で最も多い人数であった。

(結論)Internet謂査においても，抽選による懸賞を利用する必要が

あることが示峻された。

これまでの各研究者，研究機関による情報発信の

努力によって，近年では Internetを使って情報を検

索するための報告が相次いでいる[1 ] 0 一方，

ていないのが現状である。よって， Internet調査の

妥当性が検討される前に，すでに市場調査が行なわ

れ経済活動がなされているのが現状である。企業科

益がなければInternet説査を行なわれる事はないわ

けであり Internet調査の有用性はあるとの特訴が

なされていると考えられるO すなわち，研究者泣民

間企業の市場調査の分野に遅れをとっているにもか

かわらず，その存用性に気づかずにいるわけであ

るO また，一部でInternet調査の妥当性の検討を行

なう報告もあるが，残念ながら民間企業の調査に依

存しており，研究者主体の調査を検討したものでは

なく，実捺に行なうならば調査費用は数百万である

と考えられる[6 ] 0 このような研究者主体の

Internet調査がいまだに行なわれていないのは，各

研究者がInternet調査を軽んじてきたためと，数年

Internetによる情報技集は，既存の情報検索にもと

づくものばかりではなく，新たな情報そのものを作

り出す事によっても可能である。すなわち，これま

で多くの費用と時間を要していた一般集団に対する

質問紙調査が， Internetを利用すれば少ない調資費

用で迅速に多人数の一斉調査が可能であるため，自

分自身で新しい調査による情報を作り出す事ができ

る点である[2， 3]。このような Internetを利用し

た質問紙調査は，すでに各民間調査会社による市場

調査が活発に行なわれているい， 5]。しかし，研

究を目的とした Internet調査は，ほとんど行なわれ

1 )名古慶市立城北病院歯科口俊外科〔別刷り請求光:〒462-0033 名古摩市北区会問問 2了1315番地 名古屋市立城北病院歯科口腔外
科， MXE05064@nifty.ne.jpJ 

(原稿受付日 1999年8月18日 原稿採択臼 1999年10月7日)
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前に行なわれた研究自的の Internet調査で、の参加人

数があまりにも少数であり，挫折した経歴があるた

めと考えられるO 前者は，現在の Internetを利用し

た報告では，情報検索が大部分であり，社会調査の

分野でさえ活発に議論されていない事よりも明らか

である。後者では，たとえば三浦ら[7]は，質問紙

を個別にメールで送付して面答を求めたところ，回

収率は182件中35件で19.2%と報告し，桜井[8 ]は，

Internetによる無償費問紙調査を行なったが 5人

のデータしか集める事ができなかったとしており，

Alexanderら[9 ]は，いくつかのニュースグループ

に費問表を送り 2ヵ月かかって163名のみの由答

を得たと報告している事よりも理解される。実は，

著者も質問の関心が高いと考えられる各分野の専門

家にメーリングリストを利用してWorldWide Web 

(W雨明r)のホームページ上で予備的質問紙調査を行

なった。結果は，ホームページ参照数 (1夏数計1~U)

311にもかかわらず回答者数はわずか14名であった

という，苦い経験を持っている。

しかし，この数年で Internet調査は激変してお

り，各民間調査会社による Internet調査は多くの探

本数を確保している[4 ]ばかりか，標本の偏りを考

慮に入れながらも実際のマーケティングに利用され

ているO その違いは何であろうか?理由は数多くあ

ると思われるが，専門家集団でない場合の最も重要

な点は，対象者へのインセンティブ(懸賞，賞品，

議?干し)であろう。これまでの研究昌的のInternet調査

が自答者のボ、ランティアにたよる無償調査であるの

に対し，民間調査会社の市場調査目的の Internet調

査がインセンテイブを伴う有償調査である。しか

も，謝礼を行なうにもこれまで各研究で行なわれて

きたように，参加者全員へのテレホンカードの配布

などの手段ではなく，抽選によって参加者の一部に

のみ謝礼を行なう方法が一般的である。なぜなら，

参加者全員への配布となると郵送料ならびに謝礼の

経費がかかり，インターネット調査の利点である少

ない経費での調査が不可能になってしまうばかりで

なく，郵送を行なう手間がかかってしまからであ

る。実例を示すと，たとえば， The Graphic， 

Visualization & Usability Centerは， 1998年に $100

(US)の現金賞金による抽選を伴う調査で5，000人以

上の参加者を集め[10]，佐藤は， 1998年に3万5千

円相当の商品券ならびに腕時計などで6必4名の参加

者を集めている[11]。著者も，佐藤の方法に準じて

Internet調査を行なったところ，前田の失敗と異な

り2，000人以上の参加者を得る事が可能で、あった。こ

の， 2，000人の参加者を集めるのに使用した費用は，

謝礼の25，000同(商品券)と当選者6名への高品券の

郵送料金480円ならびに若干の電話料金であった。

プロパイダへの使用料は定額料金以内であったため

追加される事はなかったため，合計25，480円であ

る。従来の調査方法では，郵送料金を往復で160円

(1999年6月現在)と考えると， 2，000人で32万円と

なってしまう。しかも， 500丹のテレホンカードの

謝礼を全員へ行なうとさらに100万円が必姿にな

り，回収率が低ければ経費の無駄となってしまう O

この惹は，研究費削減の現状からも魅力的である。

このように，標本数の確保は可能となったが，標

本の偏りに対する議論はまだ行なわれていない。そ

の理由は，実際に多くの参加者を確保できた研究の

Internet調査がほとんど行なわれていないため，

議論もできないのが現状である。そこで，著者は

Internet調査の方法を紹介し，その普及を図る必

要があると考えている O よって，著者の経験を元

にInternet調査の方法を，具体的に説明する。本

稿にしたがって調査を行えば，現在抱えている問

題が簡単に調査可能である事に驚くものと確信し

ている O

2 .方法

ホームページ上の費問紙(図1)に直接解答を書き

込み，送信ボタンをクリックするだけで解答のデー

タが自動的にCSV形式のデータ(表1)として読み出

す事が可能で、ある。そのためには CornrnonGateway 

Interface (CGI)を利用する必要がある o CGIとは，

サーバに置かれたデータ処理のためのプログラムで

あり，ホームページの HTML言語のタグを利用し

て，この CGIへデータを処理させる方法である(図

2 )。この CGIは，現在利用しているサーバが受け

付けていない場合があるため，それぞれの環境にし

たがって，解説を行なう。
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るO さらに最近では，無料でCGIを提供するホーム

ページ(たとえば， YAMA. NET : http://www. 

1999年6月1日アクセス)も増えてい

( 2 )所属機関ならびにプロパイダのサーバがCGI

脊する場合

yama.net/， 

る。

a メーjレデコ

み可能な場合

この場合，解答は電子メールとして自分のメール

ド(フォームによるメール受信)の

(1)所麗機関ならびにプ口パイ夕、のサーバがCGI

を有しない場合

CGIの利用を許可しているサーバに変更するか，

所属機関のネットワーク管理者と相談のうえCGIの

設定を依頼する。有料で， CGIのみのサービスを行

なう機関もある。これは，質問紙のホームページ

は，自分の所属サーバ上で行ないCGIのみサービス

を行なう機関のサーバを手IJ吊するシステムであるO

また，データベースへの変換ソフトウェアを購入す

ると， CGIのみのサービスを無償で行なう会社もあ

本アンケ‘ート母お問い合わせは.域主宰(円X王OS064~肘ft自身!hiP..)まで器産闘いします。

名品在

ルアドレス

お{主淡いですか?

?主主IJ
o号o

じ@え

監盟主E
質問紙図1

自動集計されたデータ(…部抜粋)表1

area 

関東
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関東
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斗
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コ
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ゥ
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Address 

yuasa@dpc.....ne.jp 

yuasa@dpc.....ne.jp 

yuasa@dpc.....ne.jp 
yuasa@dpc.....ne.jp 
yuasa@dpc.…ne.Jp 
yuasa@dpc.....ne.jp 

yuasa@dpc.....ne.jp 

湯O秀O
湯O秀O
湯O秀O
i曇O秀O
湯O秀O
ii言。秀O
ii言。秀O

Name 
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<HτML> 

<HEAD> 

<MξTA HTTP-EQUIV=“Content-Type" CONTENT ="textlhtml; charset=x-sjis"> 

<META NAME="Generator" CON丁目司T="Microsoft Word 97"> 

<TITLE>懸賞付きインフォームドコンセントの医学研究認査 <fflTLε〉

<META NAME="Template" CONTENT ="C: PROGRAM FILI三S MICROSOFT OFFICE OFFICE html.dot"> 

</HEAD> 

<BODY LlNK="#OOOOff" VLlNK="#800080"> 

<B><I><U><FONT FACE=" M S明朝"LANG="JA" SIZε=6 COLOR="#OOOOff"><P ALlGN="CENT巨只">

医療関係者以外の方へのアンケート

くIB></I></U></FOf¥汀〉

<B> 

<BR> 

<FONT FACE=" M S sJl郭"LANG="JA" COLOR="#800000"><P> 

現在の医学研究に立せする皆様の意識を調査するアンケートを行いますので、何とぞご協力お騒いいたします。今回得られたデータは、

貴重な資料として保管させていただき、集計結果は公表させていただきます。また、回答者の「俗人情報jは一切外部に出すことは

ございません。 </P></FONT>

<FONT FACE=" M S明郭"LANG="JA" SIZE巴 4COLOR="#ffOOOO"><P> 
呂答はお一人様一回のみでお額いします。 </P></FONτ〉

〈ドONTFACE=" M S明報"LANG="JA" SIZE出 5COLOR="#OOffOO"><P> 
なお、回答者の中から抽選で、街品券(1万円1名様、 3000円5名様)を計6名にプレゼントいたします。当選者は、氏名をホーム

ページ上で公開し当選者のみに連絡先の確認のメールを送らせていただきます。 </P></FONT>

<FONT FACε="MS明朝"LANG="JA" COLOR="#008000"><P> 

それ以外では回答者に、こちらから連絡する事はありません。 </P></FONT>

<FONT FACE=" M S明朝"LANG="JA" SIZE=5 COLOR="#ffOOOO"><P> 
調査期聞は、 1999 年 4 月 15 日 ~5 月 31 日午後 11 持続切りです。 </P></FONT>

<FONT FACE=" M S明朝"LANG="JA"><U><P> 

本アンケートのお伺い合わせは、湯浅(MXE05064@ni汽y.ne.jp)までお願いします。くIP><Iυ></FONT>

くFORMACTION=''http://mdec.nifty.ne.jp/cgiもin/mdecmail.cgi"METHOD="post">い CGIの場所を指定

<lNPUT TYPE="hidden" NAME="ok_page" VALUE=''http://member.nifty.ne.jp!YUASA!thanks.html・〉←送信後のページを指定(送信
ができました、などの確認のページ)

<lNPUT TYPE="hidden" NAME="to_mail" VALUE="MXE05064@nifty.ne.jp">←送信先のメールアドレス

<lNPUT TYPE="hidden" NAME=、ub"VALUE="[RCT]">←送信持のメールのタイトル (Subjectl
くFONTFACE=" M S ~月草ïl" LANG="JA" SIZE口5COLOR="#OOOOff"><P> 
名前<BR>

<lNPUT TYPE="text" MAXLENGTH="40" NAMEピ'name"><BR>
メーjレアドレスくBR>

くINPUTTYPE=可ext"MAXLENGTHピ'60"NAME="from"><BR> 

年齢くBR>

<lNPUT TYPE="text" MAXLENGTHピ'10"NAMEピ'age"><BR>

性別〈白R>

<INPUT TYPE="radio" NAME="gender" VALUE="O">奥

<INPUT TYPE="radio" NAME="gender" VALUE="1 ">女<BR><BR>

どの地域にお住まいですか?<BR> 

<SELξCT NAME="area"> 

<OPTION>北海道<OPTION>東北<OPTIONSELECTED>照東<OPTION>北陸くOPTION>中部<OPTION>関西<OPTION>中国

<OPTION>盟国<OPTION>九州・沖縄

</SELεCT> 

くIP></FONT>くBR>

<FONT FACE=" M S明報"LANG="JA" SIZE=4 COLOR="#ffOOOO"><P> 
~~途中省略~~

<BR><日間〉

すべてにお答え頂けたでしょうか?もう一度確認してください。くIP></FONT>

<FONT FACε="MS明朝"LANG="JA" SIZE=7><P> 

<INPUT TYPE="submit" VALUEピ'送信>

<INPUT TYPE="reset" VALUE="ク1)ア">

</P><IドONT>

</FORM> 

</BODY> 

</HTML> 

図2 HTMLタグ
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ボックスで受信される。しかし，これだけだと解答

のメールを lつlつ，データベースソフトへ再入力

する必要がある O 少数制のデータでは可能である

が，数千例のデータの場合は時間がかかってしま

うO また，入力ミスの可能性も考えられ効率が悪

い。そこで， CGIを使って CSV形式のデータ書き

込みを自動で、行えるように，サーバ管理者へ相談さ

れるのが最もよい。しかしながら，大手プロパイダ

(たとえば@nifty東京)においても， CSV形式の

データ書き込みを行なわず，メールデコードのみの

サーピスしか行なっていない場合が多い。そこで，

以下のような受信した電子メールより自動的にデー

タベースを作るソフトを利用するのがよいので紹介

する O 著者は，最も価格の低い Bitplusを使用して

いるが，値段に応じて使いやすさおよびサポートが

異なっている。たとえば， ALLUREを購入すれば

向社の CGIサーピスが無料で使用可能となる。

(a)ALLURE 2.0 :日立西部ソフトウェア(株)

58，000円， 1:吏活環境Windows98，Microsoft Access95/ 

97. 

(b) Bitplus versionl.O :ニュースゼット株式会社，

5，600円，使用環境Windows98，Microsoft Access95/ 

97. 

(c)SmartWebアンケ…トプロ:NTTコミュニ

ケーションウェア(株)， 750，000円，使用環境

、lindowsNT.
b.メールデコ…ドと CSV形式のヂータ書き込み

が可能な場合

CGIを利用して，メールデコード(フォームによ

るメール受信)で質問の回答を CSV形式のデータ

ベースに自動変換が可能で、あるO よって， CSV形式

のデータを既存のデータ集計ファイルに取り込めば

よい。たとえば， Microsoft Access97やMicrosoft

Exce197などである。

( 3 )実擦の手)IJ翼

著者の環境である，メールデコード(フォームに

よるメール受信)のみ可能な場合を中心に説明する。

なぜなら先に述べた無料CGrサーピスでは，フォー

ムへの入力内容をメールで受け取れる CGIのみの提

供が主であるため，この条件が最も一般的な状況だ

からである o1更用 OSとソフトウェアはWindows98，

Microsoft Access97， Microsoft Exce197， Bitplus 

versionl.Oで，すでにインターネットへ接続済みで自

分のメールボックスを有しているとする o FORMタ

グに関しての説明は，割愛する(これらの説明も，

インターネット上に多く存在するO たとえば， Web 

裏技:http://www.rescue.ne伊，/， 1999年10月1日アク

セス o )。

①.フォームを使用してメール送信ができる質問

紙のページを作成するO 無料CGIサーどスを和思す

る場合は，各サービスの条件に従う O 抽選とプレゼ

ント内容の記載も行なうこと O

②. Access97で，データを読み込むデータベース

を作成する。

③.データベーステーブルのフィールド名と受信

メールの項自名を統一し，受信メールのレイアウト

に注意して CGrを作成し，フォームからのメールを

受信できるようにする。

④. Biφlusを起動し，ファイル設定，テーブル設

定，受信メール設定を行こなう O

⑤.質問紙のページをサ…パへ最く O

⑤.実際に，起動可龍か行なってみる。

⑦.ホームページの告知を行なう(告知に関して

は，次の章で解説する)。

③.定期的に， Biゅlusにてメールを受信するO

⑨.集積期間の終了後， Access97より Exce197へ

データを変換する。

⑮. Exce197のピボットテーブル機能を利用し

て，データの集計を行なう O

(4)質問紙を掲載したホームページの告知について

緒言でも述べたように，本質問紙は抽選によるプ

レゼントを伴うものであることが条件である。この

プレゼントの内容に関しては，佐藤[4}によると高

品券が最も有効で、ある。プレゼントが決まったら，

費関紙の冒頭に記載する。また，締め切り日の記載

も忘れないようにする。プレゼント付きの質問紙調

査は，景品付きアンケートを無料で紹介するサービ

スで告知が可能であるO 無償ボランティアに頼る質

問紙調査では， YahooJapan(ヤフー株式会社，東京)
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表2 田答者の背景

全体 男性 女性

人数(人) 2，062 1，242 (60.2%) 818 (39.7%) 
年齢(SD) 30.2 (8.14) 31.4 (8.91) 28.3 (6.36) 

年齢分布

。~19 4.8% 5.5% 3.4% 
20~29 48.09も 40.3% 59.8% 
30~39 34.4% 36.1% 31.9% 
40~49 10.3% 14.6% 3.9% 
50~59 1.8% 2.4% 0.9% 
60~69 0.4% 0.6% 0.1% 
70~ 0.1% 0.2% 0.0% 

王手鈴:平均年齢， SD:様準偏差
病院受診中:人(それぞれの性別内での百分率)

などの検索サイトへの登録は可能で、あるが，キー

ワードを検索しない限り質問紙を回覧する可能性は

なく，参加者は少数となってしまう。よって，抽選

プレゼントが必ず必要とされる。この告知サイト

は，たくさんあるので一斉にこれらの告知サイトへ

一括して登録するサーピスがさらに存在し，総配イ言

数約10万通以上が可能で、ある。代表的なものとして

r Choice : http://choice-site.com/，いっせいの Say!: 

http://access.pos.to/isay /index.html， 1999年6月l日ア

クセスJらがあるが，その時期によって新たなサイ
トがあるので， Yahoo J apanなどで検索してから行

なうとよい。また，各サーチエンジンへ自動的に登

録するソフトウェアも販売されているが，本邦の調

査であれば上記の無料サービスで十分であるO

3.実際のケース

圏?に示す質問紙を，本調査専用ホームページに

1999年 4 月 15 日 ~1999年 5 月 31 日に提示した。回答

者の中から抽選による商品券の謝礼を行なった。謝

礼は著者の私費にて行ない，研究費等は使用しな

かった。ホームページの情報提供ならびに宣伝(告

知)方法はプレゼントを行なっている各種ホーム

ページを情報提供するサイトに依頼(無料約30サ

イト)し，情報提供した。最初の情報提供は4月15

日12時に行なわれた。実際に行なわれた清報提供数

は，プレゼントのキーワードで約25サイト(一括登

録のためすべてを確認できず)，医学・鍵康のキー

ワードで5サイトであった。回収はメールデコード

を用いて，ホームページ上から直接，著者のメール

ボ、ツクスに送信可能にした。また，ホームページの

設置サーバは，民間プロパイダ(有料:@nifty東京)

であり，大学等の研究機関ではなかった。

結果は，最初に情報提供を行なった15日には，情

報提供後4時間半より最初の屈答があり計7名で，

2日自でピークの333名であり，その後は徐々に減

少したが 1遊間で， 1，105名の回答数を得た。最終

参加者2，062人で、あり，三浦などの報告[7~ 9， 

11， 12]と比較ならないほどに増加し，これまでに

らがMedLineSearchより検索し得た研究日的

での Internet調査で最も多い参加者であった963人

(集積期間 3ヵ月以上，無償調査，情報提伎は

ニュースグループへ行なった)[13]をはるかに超え

ていた(表2)。田答者の背景因子の分布として，性

別では，男性1，242名60.2%，女性818名39.7%，不明

2名0.1%であったO 居住地は，関東922名44.7%が

最も多く，以下，関西，中部，九州、1.沖縄，中国，

東北，北海道，四国，北陸の)11買であった。年代別で

は， 20歳代が989名48.0%と最も多く，以下30歳代，

40歳代， 10歳代， 50歳代， 60歳代の)11頁であった。

代と性別の関係では，男性では30歳代と20歳代の人

数が多く，女性で、は20歳代の人数が多かった。

4.考察

Inter・net調査は，迅速に「生」の声を正確に収集で

きる[14]，社会の初期微動がやや際立つ傾向が見ら

れ，先行指標として利用できるのではないかとの

見もあり [15]，今後ますます注目されるであろう。

すでに Internet調査は，平成11年版通信自書でも随

所に用いられており，確立された手法としての認識

が広まりつつある [16]0 さらに現在，研究費は削減

されていく鎮向にあり，大規模で莫大な予算を獲得

することが関難となっているおり，経費節減の面か

らも Internet調査は必須となる事が予想、される。

よって，各研究分野でInternet調査の研究ならびに

実際の事例'1宥報を蓄積していく必要がある。とく

に，従来の手法で行なった調査と同じ調査を

Internet上で行ないよヒ較検討する事は有効であろ

う。著者はイ左藤のrlnternetで簡単にできるアンケー

ト調査のテクニックJ[ 4 ]を参考にして調査を行
なったO 本稿では，佐藤の本に記載されていない最
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新の情報と，自分自身のサーバを持たない大部分の

研究者のための解説を中心に紹介したが，是非調査

を行なう訴に佐藤の本を読んで欲しい。

今田はCGIプログラムを使って電子メールでの詔

収を行なったが， HTML雷語だけでも盟3のように

記載すればサプジ、エクトが‘'Questionn誼e" となるア

ンケート結果を，純粋なテキストメールとして受け

取ることができる。すなわち，必ずしも CGIを使わ

なくてもよいわけで、ある。しかし， CGI利用可能な

らば，より詳細な指定ができるため使科で宥用であ

ろう O

多くの研究室で、使われている Macintoshによる方

法も向犠であるが，著者が検索した眼りでは，受信

した電子メールより自動的にデータベースを作るソ

フトウェア辻存在しないようであったO よって，

Macintoshを利用する場合は，付属のアップルスク

リプトを用いて，自動操作でメールソフトウェアか

らデータベースソフトウェアまたは表計算ソフト

ウェアヘデータベース化することが必要である O

方このような，自動操作は Windowsにおいてフ

リーソフトウェアで千子なおうとすると，ソフトウェ

ア間の移動が援雑で，設定が非常に顕難である。し

かしながら， Windowsでは質問紙作成をグラフイツ

クを利用して魅力的にみせることを容易に行ない，

データベースの作成までを一括して制御可能な有料

ソフトウェアの開発も行なわれている。これらは，

マーケティングの分野での発達によるものであり，

市場規模が小さい研究分野では，すでに開発された

ソフトウェアを利用するしかない。また，今後はi

モード(NTTDoCoMoグループ)などのネット対応

携帯電話を利用した， Internet調査[17]が普及する

と考えているO

先に述べたように，このような Internet調査を有

料で行なう民照会社もあるO たとえば社会情報サー

ピス (SSRI，東京)では一般登録者4，000名ばかりでな

く，専門家(ここでは罷療従事者)もし700名のモニ

ター登録を行なっており，専門家の意見も調査可能

である。しかし，これら有料調査は自答者の背景に

ついての情報が多く集団の特性が把握しやすい利点

を有するものの，約100サンプルで50~100万円であ

り，研究者自身による今由の調査と比較にならない

form action="mailto:eィnailaddress ?SU広JECT=[Questionnaire]" 

enctype="textlplain" 

関3 HTML言語のみによる方法

高額であるO これらの企業では，無料で行なうプレ

ゼント告知サイトばかりでなく，各方面に存料での

広告を掲載することによって人数の獲得を行なって

いる。もし，各学会ならびに統計数理研究所などの

公的機関が，これら民間 Internet調査会社と向じよ

うに，インセンテイブを持つ質問紙調査へのモニ

ターの登録を行なって各研究者に安値で提供すれ

ば，研究費の削減ならびに統計学の発展に多い

献できると考えているO

5 .まとめ

Internetを利用した抽選による懸賞付き質問紙調

査であれば 1週間で、1，000名以上の閤答を得，最終

参加人数が2，062名であった。本稿では，その調査方

法の具体例を詔介した。
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A Method of Internet survey 
-How to conduct a successful Internet survey-

Hidemichi Yuasa 1) 

1) Department of Oralαnd Maxillofacial Surgery， Nagoya City Jyouhoku Municipal Hospital 

Abstract 

Internet surveys are becoming less expensive， obtaining faster responses and reaching more people than 

conventional surveys conducted by mail. The response rate of an academic voluntary survey， however， is too low to 

investigate its effectiveness. When the survey takes place on the basis of a lottery incentive， the response rate 

increases. The lottery incentive is very important in terms of low costs and realizing an efficient survey. The 

incentive also makes it possible to announce the survey in an effective manneにasmany web sites are willing to 

collect announcements of lottery surveys and advertise them free of charge. 

Method: The author built a questionnaire偏answersystem on a web site using the HTML form function， and also 

using both a cgi program， which permits retum of answers from the questionnaire by e-mail， and commercial software， 

which automatically produces database from the incoming e-mail. 1 am thus able to analyze the response data from 

my desk top. 

Results: Withinjust one week， the author collected over 1，000 responses and the total responses reached 2，062. This 

was the largest number of participants realized in an Intemet survey， to my knowledge， based on MedLine search. 

Conclusion: 1 suggest that even an Internet survey would be well advised to utilize lottery incentives. 

Keywords: Internet survey， questionnaire， prize， incentive， lot， Intemet 
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ネットワーク被害の実態とその

対策について

田久浩志1)

有料サイトからの脱退，クレジットカ…ド詐欺弓迷惑メ…ルなど

のネットワークトラブjレの相3炎を1Tなう WEBで?子なわれている
2，761通の電子メールによるアンケート回答を解析し司 トラブル経

験の有無宅実医長に受けたトラブルと自答者の関保などを検討し

た。その結果， Internetを強めた初期では有料サイトから脱会でき

ない例が多くー年数が経験するにつれて迷惑メールの被害にあう

件数が多くなった。年齢宅性別に関係なく Internet経験摩カず短い

ユーザに被害が、多く存在したため，入学宅入社宅入会の各時点で

ネットワークトラブルの啓蒙活動を行なうことを提案した。

1 .はじめに

Internetの普及につれて，有料サイト(アダルトサ

イト)からの退会，迷惑メール(スパムメール)，ク

レジットカードの不正使用，コンピュータウイルス

などのネットワークでの被害にあう者が増加してい

るO しかし，どのような時に被害にあうのか，性別

年齢などと被害者の関係は何かといった解析は皆無

であったO

今回，ネットワーク上の被害の相談にのるホーム

ページWEBllOの協力を得て，ネットワーク被害の

実惑を解析し，ネットワーク被害から自己防衛する

ための対策を検討したので報告する O

2 .対象と方法

WEBllOとはカード詐欺，ネットストーカーの調

査，アダルトサイト解約などの柏談にのる組織で，

ホームページでその活動を公開している[1]。ま

た，この組織の活動報告書も出版されているい，

3 ]。近年，本組織はネットワーク上での大規模な

詐欺事件(N-Bill)を追跡し，その活動はテレピの特

別番組(ザ・スク…プ)でも紹介された。

このホームページでは，単に事例紹介を行なうだけ

でなく，ネットワーク被害に関するアンケート調査

を行ない，表1に示す項目のデータの収集を電子

メールで行なっているO 今国は1999年2月2自から

1999年6月9日の期間に回答した2，870人の竜子メー

ルでの回答を解析対象とした。

アンケートの回答は，表2のような形式の電子

メールで webmasterに送られ OutlookExpressの

メールファイルとして記録される。このメールファ

イルを光磁気ディスクに落とし解析を行なった。

最初に，このメールファイルを，メールファイル

の分割・変換・移行を行なうツールMailExpver2.7 

を用いて漢字コードを統一し 1メール1ファイルに

変換した。

齢

別

所

業

年

性

住

職

表1 アンケート項芭(一部)

費問墳自

被答経験の有無

被害の種類

対処方法
公的機関への相談

相談した機関}¥ソコンのos
ネットへの接続方法

takyu@med toho-u.ac.jp] 
1 )東邦大学医学部病院t員二理学研究室〔翌日原刊誌求先干143司8541 東京都大限区大森西5-21-16 東邦大学医学部病院管理学研究家，

(原稿受付日 1998年10月28日 原稿諒択日 1999年11月9日)
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表2 アンケート屈答の例

To: webmast巴r@web11O.com

From: <<UT.@......jp 
Content-Transfer二Encoding:7bit 

ContenトType:text/plain; 

DATE= 1999年05月088(土)23S寺37分

HOST= *.......jp 

AGENT = Mozilla/4.0 (compatible; MSIE 4.5; Macintosh_ 

PowerPC) 

name=O巴xx
email=...@......jp 

年費者=30~39 

性別=女

居住地=...

戦種=...

パソコンの OS=MAC

インタ…ネットへの主な接続方法=モデム

パソコン使用歴=1年以内

インタ…ネット段=1年以内

インターネット上での被答の有無=ある

トラブルの種類=アダルトサイトの退会

トラブルの種類=そのほか

トラブルは解決しましたか z未解決

トラブル発生時は公約機関へ相談しましたか=相談していない

次に， Windows版 SASSystem 6.12でSASのスク

リプトを記述し，各ファイルから必要な項目を取り

出して SASのデータファイル(SASデータセット)

を作成した。最後に SASデータセットを JMP4.0 

beta4に取り込み解析を行なった。

今田は，被害の有無，性別，年齢， トラブルの種

類， Internetの経験(Internet歴)の各項目に限定して

解析を行なった。

3 .結果

有効回答2，761名中，“トラブルの経験あり"が

1，173人(42.28%)，“トラブルの経験なし"が1，588人

(57.52%)であった。年齢，性別とトラブルの有無に

よる X2乗検定を行なったが，有意表はみられな

かった。しかし， Internet歴とトラブルの有無では

危険率0.1%で有意差があり， Internetを始めて一年

以内の者にトラブルを経験した者が多かった。

トラフ守ルの種類は有料サイトからの退会，カード

の不正使用，スパムメール，コンピュータウイルス

でトラブル全体の92.85%を占めていた。そこで，こ

れら 4種類に限定して解析を行なった。その結果，

解析対象者は897人となった。

トラブルの内容と性別の関係をモザイク図で検討

した。モザ、イク鴎は， JMPが採用している表現方法

で，縦方向がデータの階級値の割合を，横方向が

データの数を表している。函を見ると，男性では有

料サイトからの退会が多くあり，女性では有料サイ

トからの退会が少ないためスパムメールの占める割

り合いが高くなった(図1)。年齢別にトラブルの積

類を見たが，どの年齢群でも 4種類のトラブルの占

める割合は同じであり，年齢によるトラフゃル内容の

特加な備りはみられなかった(図 2)。

Internet躍と 4種類のトラブルの関係を見ると，

Internetを経験してすぐの時に，有料サイトからの

退会に関するトラブルが多く存在した(菌 3)。ま

た， Internet歴が一年以内だとスパムメールは19%

なのに 4年以上の経験では44%にもなった。一

方， Internet 歴に関係なく，ウイルスの被害は1O~

15% ，カードの不正使用は17~24%存在した。

4匪考察

(1)回答者の篇性について

今回の解析対象者，つまり WEB1l0を閲覧するも

のは，検索エンジンで，カード詐欺，ネットストー

カー調査，アダルトサイト解約などのキーワードを

検索した者が多い。また，解析期間中に， TVの

ネットワーク詐欺の特別番組で本組織が紹介された

ため，その自のアクセスは極端に増加した。した

がって，今回，解析対象とした母集屈はネットワ

クトラブルに対して，関心が高い集団と考えられ

るO それと問時に，ネットワークトラブルに関して

情報を得ようにも，有用なホ…ムページカfなく，

WEBllOを民i覧しにきた集団と考えられる。

アンケ…ト解析の結果で辻， トラブルの経験者と

未経験者がほぼ同数存在し，年齢，性別に特別な偏

りが見られなかった。また Internetの経験が短いも

のに， トラブルが多く見られた。これらは，ネット

ワークトラブルへの関心に依存せず，性別，年齢に

関係なく Internetを使い始めた初期に，ネットワー

クトラブルの被害に遭いやすいと解釈できる。
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( 2 )有料サイトからの脱会

有料サイト(アダルトサイト)からの退会ができな

いトラブルは多く存在した。これは，好奇心により

カード決済で入会をしたはよいが，英語の記載が不

得意で退会方法が判らない，どこのホームページで

申し込んだか忘れてしまった，などで退会ができな

くなり延々と利用代金が決済される場合である。こ

の種のトラブルは，本人が納得して利用する罷りで

はトラブルといえない特徴があるO

したがって，有料サイト利用するからには，①サ

イトの利用条件を十分考慮した上で利用する，②入

会したサイトの記録を保存しておく，③不必要に

なれば自分の責任で退会をする，などの自

が必要である。しかし英語が不得意で，有料サイ

トの退会を自分で行なうのが不可能な場合は，

WEBllOで行なっているような，クレジットカード

の請求書からさかのぼって，サイトを観り出し，

解約代行をするサービスを利用するのも lつの方

策といえよう O

( 3 )スパムメーjレ(迷惑メール)

スパムメール(迷惑メール)の定義があいまいなた

め，人によって何をスパムメールとするか明確で、は

ない。しかし，スパムメールの被害経験がInternet

歴の当初は19%だ、ったのが 4年後では44%と増加

するのは，自分のアドレスを公表する機会が増える

ためと解釈できるO したがって，スパムメ…ルの対

策を根本的に行なうには，自分のアドレスを非公開

にすることしか考えられない。

一方，今回のアンケートの中のf対処法jの部分を

詳細に解析すると，安易な懸賞ホームページ、への1之、

募，実名での掲示板への書きこみ，などの記述が見

られた。自分のアドレスがどこに流れ，どのように

利用されるか判らない現状を考えると，アドレスの

昌己管理は厳重に行なうべきである。

一方，近年スパムメールのレベルをとおり越し

て，自分の意見に逆らった相手のアドレスをアダル

ト向けの掲示板に勝手に公開するなどの，ネットス

トーカーも出現してきている。したがって，チヤツ

ト，掲示版などの一種の出会いの場では，対話して

いる初対面の相手の素性が明確でない限り，実名や

国1 性別とトラブルの種類

回2 年齢とトラブルの謹類

罰3 インターネットの経験とトラブルの護類

アドレスの公開は厳重に慎むべきであるといえよ

つ。

( 4 )コンピュータウイルス

ウイルスの被害は年齢階級値にかかわらず，常に

1O~ 15%存在した。 Internet墜が長くなれば，それ

だけウイルスの被害を受ける割合が高くなるとも考

えられるが，ウイルス被害は Internet授の長短に関

係なく存在した。この理由は定かではないが，ウイ

ルス対抗ソフトを保有していても新種のウイルスに

対してその定義ファイルの更新を怠れば被害にあう

とも解釈できる。いずれにしろ，ウイルスは注意深

い対応、で防御できるものであるから，パソコンを使
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い始めた段階で，正しい防御方法を設定しておくべ

きである。また，実際に被害にあうとどのような被

にあうかの教育を，パソコンを使用し始めた時期

に行なうべきであろう。

( 5 )カードの不正使用

カードの不正使用は常に17~25%存在した。 従来

のカードの不正使用は， Internetでカードにより代

金決済を行なうときに，そのカード番号がもれたな

とミの理由が多かった。しかし，現在はN-Bill事件な

どのように， Internetを使ったことがない者も詐欺

の被害者となりうる。このN-Bill事件は当初，カー

ド番号生成ソフトを悪用して不正使用が行なわれた

と考えられていたが，その後の調査で，カード決済

代行会社がそのi脊報を悪意のある第三者に販売した

のが原因であるのが明らかになった。このような行

為をカード決済代行会社が行なえば，カードの使用

者は対策の立てようがない。

したがって，電子メ…ルでカード番号を送らない

などの対応はもちろんであるが，常に不審なカード

請求に注意するなどの対応を立てるべきであろう。

( 6 )ネットワーク被害からの自己防衛手段

今回の解析により，有料サイトの退会に関するト

ラブルが， Internetを始めた初期に顕著に生じる傾

向が明らかになった。このようなサイトは， 3 days 

freeなどとうたう場合が多いが，自分で退会しなけ

れば自動的に継続して課金されてしまう O したがっ

て，英語に弱ければ安易に英語の有料サイトに加入

しない，無関に有料のサイトに加入しないなどの配

慮が必要で、ある。

また，今回の解析で， Internetの経験が長くなる

とスパムメールの被害が多くなる傾向も明らかに

なった。今後，小中学校，高校，大学などの教育課

程，あるいは企業や家庭において Internetを利用す

る機会，あるいはi育報を発信する機会はますます増

加するであろう O 今回の報告に示したように，ネッ

トワーク上で得た情報を，その危険性を理解せずに

利用すればネットワークで被害にあう機会も増加す

るO 詐欺の手口は大昔より数多くあり，その古典的

な詐欺の手口の事例紹介だけでも分摩い書籍になる

[ 4 ]。現代のようなハイテク化の社会では，ネット

ワーク上でいつだまされるかわからない状態にあ

るO そのためにも，入手した'措報をどのように理解

して活用するかは充分注意する必要がある。一方，

Internetは誰でも情報を発信できるが，いつ発信し

た情報を悪用されるか分からない。したがって，大

学の情報教育の一環，あるいは個人の自己表現の一

手段としてのホームページを作成する場合は， ilfll人

を特定できるような情報(住所，本名)は掲示しな

い，安易にメールアドレスを公開しない，ホーム

ページでアドレスを安易に入力しない，などの教育

が必要で、あるO したがって，掲示板などでの実名で

の書き込みだけでも避けたほうが懸命であろう。

現在，小学校で教室のパソコンをLAN結合し，

学級新聞を例としたワープロ練習の授業などは普通

に行なわれている O また，小学校段階からの

Internet接続体験なども増え， Yahoo!で検索でき

る小学校の数も多くあるO したがって，今後の情報

社会に生きる人材を育てる上でも，小学校のような

初期段階から，個人情報の無制捜な公開の自粛な

ど，ネットワーク被害の教育をするのが重要といえ

よう O

上記の諸事項を考麗すると，小中高校や大学での

Internetへの入門時，会社への入社時，プロパイ

ダーへの入会時，の 3N(入会)の各時点で，ネット

ワーク被害関止に関する教育あるいは啓蒙活動を行

なうのが効果的と考えられる。筆者は情報教育の授

業で，学生にネットワーク被害に関するホームペー

ジ[1， 5~8] を見学させ，その結果を電子メール

でレポートとして提出させたことがある。このよう

な方式の授業の採用も，ネットワークの効果的活用

という点から検討に値するといえよう。ネットワー

クの初心者がこのような体験をしておけば，自己責

任で安全にネットワークを楽しむ機会も増えるであ

ろう O

5. まとめ

Internetの被害に関する2，761名分の電子メールの

アンケート結果，を WindowsSAS System 6.12と

JMP4.0を用いて解析を行なった。

その結果， Internetの経験が短い時に，有料サイ
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トからの退会ができないトラブルが多く，経験が長

くなるとスパムメールカT多くなる{頃向カf明らかに

なった。

そこで，近年の情報教育の開始時期の若年化をも

考慮して， 3 N (入学，入社，入会)の各時点で

Internet被害に関する啓蒙活動を行なうべきである

ことを提案した。

本論文をまとめるにあたり，ご協力をいただいた

WEBllOの古川誠司氏に感謝し、たします。

補足:本論文中で使揺した JMP4.0beta 4は製品版

でないため，画面表示等が製品版と異なる可能性が

あります。
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Network trouble and its avoidance 

日iroshiTakyu 1) 

1) Department of hospital administration， School of Medicine， Toho University 

Abstract 

It iおsf~お似a幻air均 C∞ommonfおorpeople who begi凶nbrows幻inghome pages tωojoin an x 但-rat匂edpa幻idweb s幻it匂eu邸悶l隠羽s幻i加ngt白heircredit 
card. They may enjoy viewing the contents for a while. However， when attempting to halt their“membership" in 

such sites， they discover that they don't know how to terminate the contract. Some even forget the URL of the web 

site， resulting in their being obliged to make monthly payment because they have used their credit card. 

Because of the increase in network trouble， however， no precise statistics of this sort of network trouble exist. 

We compiled 2，761 e-mail files which replied to a questionnaire about network troubles and arranged these according 

to four categories:“spam" and junk mail; confidence schemes using credit cards; computer viruses; and terminating 

a paid web site. 

Efforお weremade to note percentage of those tr・oublesand web browsing experience ofusers. The result clearly 

showed that paid web site trouble occurs at a rate of nearly 50% when the user first begins web browsing and 

decreases thereafter. Spam mail trouble is related to the duration of web browsing experience. There appears to be 

no correrelation between the user's age and any ofthe trouble categories. 

From the above， 1 propose that users be educated about network troubles at the time they start web browsing. 1 

think doing this will be the most effective way of avoiding Internet troubles. 

Keywords: Network Trouble， Paid web site， Computer virus， Credit cards fraud， spam mail 
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テレビ電話を用いた医用薗像参照
一コンビュータを使用しない医用闘像転送一

八幡勝也1)圏武恵、明仁川本田孝也 3)

1 .はじめに

手軽な映後伝達メディアとしてテレビ会議システ

ムが近年普及してきた。とくに単体型のテレピ会議

システムが普及価格帝になり，今後の利用範囲の広

がりが期待される。とくに最近埜場した一体型テレ

ピ電話はピデオ入出力を有しており，各種のピデオ

関連の機材が使用できるO われわれは，このテレピ

竜話システムを用いて医療関係の醗像転送の可能性

をf食言すした。

一体型テレビ電話を使用したの辻，コンピュータ

の内蔵ボードMでは設置場所や運用で慎用しにく

かったことと，従来の電話と向じ感覚で手軽に利用

できることから今由検討した。今開の検討は2段踏

に分けて行なった。 1)NTSCビデオ系を用いた

療画像利用機器の検討， 2)画像の種類による転送

画像の評舗である o 1)ではどデオ関連の機器での

医療画像入出力方法を検討し， 2)ではそれを用い

て画像を転送した際の甑質の評価を仔なった。

2. [実験1]歪療醤{象機器の検討

今田使用する一体型テレビ電話はピデオ入出力機

能があり，この入出力端子にピデオ機器を接続して

医療蕗像を転送する。その際にピデオ機材による匿

療画像取り込みの検討を行なった。評価は概略の画

質と利便性で行なった。

( 1 )方法

各種ビデオ機材と一体型テレビ電話を図の様に接

続し，送受信の検討を行なった。

( 2 )通信環境設定(思 1) 

-f本型テレビ電話:NTT TV-TEL(プロトコール

ITU-T H. 320，画{象符号化H.261，352X288画素)

ISDNエミュレーター:(64KX 2 ) 

( 3 )入力機器

a. デ、ジタルカメラ:リコー DC-2

41万部素と荒いが，転送する規絡が荒いので十分

に使用に耐えられる。接写撮影がlセンチまで可能

で，臨床的医療画像の利用には便利であるO

b. デジタルピデオ:ソニー DCR-PC7 

タイムベースコレクター機能のあるピデオであれ

ば，リアルタイムに動画を転送することが可能であ

るC

c. ビデオカメラ: フイ jレム Fotovision

FV柑10D

この機械の特徴は，①日夜明を持っていること，②固

定用の足を持っているので印樹物の取り込みに便利で

あること，の2点であるO 欠点として画換の確認モ

ニタを持っていないことと画像の保存が出来ないの

で，次のNV-MPX1との共用が必要であるO

d. ピデオプリンタ:松下電器産業NV-MPX1 

このプリンタはピデオプリンタの機能以外に，ビ

デオキャプチャー機能， PCM網CIAカードへの保存機

能とカードの画設の出力機能を有しているので，画像

入力機材として利用できる。具体的には，エコー，デ

ジタルどデオやFV-lODにこの機械を直接ビデオ接続

して画像をキャプチャーし， PCM-CIAカードに保存

する o PCM-CIAカードの踊像を選択してビデオ出力

することで，テレピ電話に商像を出力する。

e.パーソナルコンビュータ:Apple Power 

Macintosh 8500/120 

パーソナルコンピュータの中でも NTSCのピデオ

出力がある機種ではテレピ電話への画像出力が可能

1 )産業医科大学産業生態科学研究所 作業病態学研究室， 2)三菱化学病院， 3)本田内科医!淀〔別刷り請求先:〒807-8555 福岡県北
九州市八幡磁区復生ケ丘 1-1， yahata@med.uo巴h-u.ac.jp)

(原稿受イ寸日 1999年10月8日 原稿採択日 1999年11月15B) 
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受信側
送告側

医療冨像転送

唱喝
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出
力

ピ惑類
ーと エコー
フー 心室霊図
十 内視鏡掌察λ レントゲン
内fJa章フィJレム

力皮感
写塁率

図1 一体型テレビ竜話機による

匿療画像転送実験

である O

( 4 )出力機器

家庭用テレビ 30inch 

家庭用テレピ 14inch 

業務用テレビモニタ 20inch 

業務用テレビモニタ 14 inch 

業務用テレピモニタ 6 inch 

家庭用ビデオデッキ

れは画像転送のプロトコール上動画情報が安定する

までにある桂度の時間がかかるためである O そし

て，いずれもビデオ信号であるので画像の種類に

よって転送時間が変化することはない。

印刷物関係は照明のある日人lODの画f象が非常に

見やすかった。また，固定用の足も付いているので

他のメディアに比べて格段に使用しやすかったo

FV-lOD は商{象の記録はできないのでNV欄MPX1と

組み合わせて使用することになる。パーソナルコン

ピュータでも印制物の利用は可能であったが，両像

ソフトの起動やスキャン操作の後に画像の利用が可

能となるので坪IJ使性は低かった。

フィルム類ではデジタルカメラやデジタルピデオ

が比較的使用しやすかった。レントゲンフィルムの

場合には通常のシャーカステンでは画像が明滅する

機材があった。この問題はインパータータイプの

シャーカステンもしくはライトボックスをf吏用する

ことで解消できた。しかし， 16ミリフィルムやスラ

イドなど対応、できない画像があり，その点FVぺOD

は利便性は劣るもののほとんどの画像に対応でき

t::.o 

コンピュータ画像データは，当然コンピュ…タが

画質・利便性ともによかった。しかし，PCM心IA

カードを介してNV-MPX1でもコンピュータ画像

が利用できた。

動闘についてはデジタルビデオのみ対応できた。

使用した結果ではタイムベースコレクター機能が

あってもフレームのゆがみやコマ落ちが結構あり，

実用向きではない。コマ止めして静止画として利用

する際には問題にlまならなかった。

1)アルタイムの癌像交換では皮膚'所見と通常の会

話を行なった。皮膚所見の場合には国定と照明が難

しく，適切に譲影された静止画像の利用の方が受信

慨は見やすかった。通常の会話では各撞の画像入力

( 5 )実験に使用した医樺麗像メディア

a.印刷物

内視鏡カラープリント

眼底撮影写真

エコーモノクロプリント

心電図

A4書類

b. フィルム

内視鏡16ミリフィルム

レントゲンフィルム

胸部単純撮影

胃部2重造影

大腸2重造影

CT 

スライド

c. コンピュータ商{象データ

d.動画

ビデオ録画

e.そのほか

皮膚所見

直接対話

( 6 )結果(表 1) 

画像の転送は，すべてほほ2~3秒であった。こ
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表 1 各議医療箇像と入力機材による面禁と利便性の検討

入力機材

デジタルカメラ デジタルビデオ フォトビジョン ビデオプリンタ パーソナルコンヒーュ-j
画像の種類

フォトビジョン スキャナなどの

との組み合わせ 各稜機材を使用

菌質 利便性 箇質 利便性 菌質 利便性 画質 利便性 酒質 利便性

印刷物

内視室長カラープリント ム O ム O O O O O O ム
眼底撮影写真 ム O ム O O O O O O ム
エコーモノクロプリント ム O ム O O O O O O ム
心電図 ム ム ム ム O ム O ム O ム
A4l寄類 ム ム ム ム ム ム ム ム O ム

フィルム

内千晃主査16ミリフィルム × × × × O O O O O ム
レントゲンフィルム

胸部単純撮影 ム O ム O O ム O ム O ム
胃音B2霊造影 O O O O O ム O ム O ム
大湯2霊造影 O O O O O O O O O ム
CT O O O O O O O O O ム
スライド × × × × O O O O O ム

コンビュータ函{象データ(JPG) O ム × × × × O O O O 
動函 ビデオ録画 × × O O × × × × ム ム

実物

皮j寄 ム O ム O O O O O × × 

対話 ム O ム O ム ム × × × × 

画質 O，;t，ま所見が確認できる 利便性 O簡単に画像を転送できる
ムくわしい所見の確認は難しい ム少し手間取るが転送できる

×転送できない ×転送できない

装置を使用したO まず，本体のカメラはコントラス

トが悪く，フォーカスも悪かった。各種のピデオ入

力機器を使用したが，照明と機器の宙定が大きなポ

イントとなった。人の顔を映す場合には正面から間

接光を適切に当てなければ，暗くなったり外光が光

りすぎて，表情の確認が難しかった。

出力側のモニタでは，業務用と家賠用では明らか

に業務用のモニタの商質が高かった。とくに医療画

像で多い赤色の表現に差が見られた。モニタの大き

さの比較では小さい方が所見が確認しやすかった。

よって以後の実験では，~n制画像，スライド， 16 

ミリフィルムの転送には FV-lODとNVぶtIPX1の

組み合わせを寵うこととし，レントゲンフィルムに

関してはデジタルカメラを寵用することとした。リ

アルタイムの交信としては，音声を中心にすること

とした。モニタは業務用の14inchモニタを使用する

こととした。

3. [実験2]各種画像転送

実験1の検討の結果，ピデオ入力機器として FV胸

10Dもしくはデジタルカメラをf吏用することとし，

受信側のモニタとしては業務用の14inchモニタを使

用することとした。

次いで、，各種画像が転送によりどの様な変化を受

け，画像所見の確認の可能性を検討した。

( 1 )方法

対象陸療画像

a.非透過性画像

内視鏡カラープリント:胃潰蕩 scare

眼底撮影写真:高温圧

エコーモノクロプリント:距石

心電図:狭心症

A4書類:病理所見結果

皮膚:寧麻疹

b. フィルム歯{象

内視鏡16ミリフィルム:隆起性胃ガン

レントゲンフィルム

胸部単純撮影:じん肺

胃部2重造影:隆起性胃ガン
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大腸2重造影:BorrmannII型

CT: ;急性胆嚢炎

( 2 )結果(図2イ宅 2ω2司 3ぺ宅ト2，4“ 

1 ， ヰー2) 

非透過性画像では，ほぼ所見が確認できた。心配

された課底もほぼ所見の診断は可能であった。

フィルム画後では胸部単純撮影の所見はかなり難し

かった。それ以外はほぼ所見の確認カヨ可能で、あった。

画像の変化は高度に DCT圧縮下場合の変化であ

る辺縁の平坦化が見られている。

4.考察

今回われわれの実験の目的は，毘療画像を用いた

コミュニケーションを普及させる可能性を検討する

ことである O その一環として今回のようにコン

ピュータを使揺しない方法も検討した。この様な方

法が適応されるのは，患者一医療機関の関係ではな

く医療機関同士と考えられるO その理由として，

門家同士であれば酉質が多少劣化しでも所:見報告，

治療方針や経過報告などの診療情報交換には差し支

えないと考えられるからである[1 ] 0 また設備があ

る程度必要なことから実際の家庭では医療画像の利

用は難しく頻度も少ないことがあげられる[2 ] 0 当

初はコンピュータ毘のボード内蔵型で実験を行なう

ことを考えたが，スキャンの手間や保存など実際的

な画像利用を行おうとすると時間や手間が非常にか

かった。これをコンピュータではなくピデオ信号機

器を利用する方法に変更すると配線するだけで済

み，容易に利用できた。

画像入力機器の検討では，機器の龍力よりも①盟

定の有無，②照明の有無，が大きな要素であった。

この開題さえクリアできれば，通信のプロトコール

上それほどの高画費の画像を送れるわけで、はないの

で，大きな差は出にくい。逆にいうとテレピ電話に

接続する入力機器は，画素数よりは利使性，コス

ト，スペースを重視しなければならない。この点コ

ンピュ…タに接続する機器はドライパの設定，ソフ

トの起動，コスト高，などの問題があるO また，

i警にテレピ電話用にコンビュータを設定すると他の

用途に使用しにくいなどの開題があるO

今屈の実験を通して判明したのはリアルタイムコ

ミュニケーションには， NTSCピデオや電話音声な

どのリアルタイムでの利用が前提となっている機器

の方が使いやすいということであるO パーソナルコ

ンピュータは基本的に'1官報をファイルの概念で取り

扱うために，準備，ソフト，管理など援数のステッ

プが必要になる[3 ]。一方ビデオ機材であれば，リ

アルタイムの情報に対応するには入力切り替えの 1

ステップしか要しない。また，コンピュータ関連の

機器はすべてコンピュータによりコントロール設定

を行なわねばならず， CPUへの負持も高くなる。そ

の点ピデオ信号系の機器の管理はそれぞれの信号の

入出力の接続だけであるO その分情報の保存や編集

などに問題があるが， 1)アルタイムコミュニケー

ションにはより向いている[4，5]0 

画像の庄縮は lPGと同じ DCTfE縮で行なわれる

ので，エッジや像の変化も問じ様な変化がある。

lPG圧縮との比較では20倍圧縮程度と考えられるO

この程度の由貿の変化は診断に利用するには問題が

あるが，画像を介した情報交換には十分に利用でき

ると考えられる。用途としては救急，専門家への相

談，検査結果報告などには十分に利用できると考え

られる。この方法の最大のメリットは，手軽に安く

リアルタイムに陸療画像を介したコミュニケ…ショ

ンができることである。

5.まとめ

コンピュータを使吊せずにビデオ機器だけでテレ

ピ電話を利用することで手軽に医療画像を転送でき

ることが分かつた。ただし，機器による変化や圧縮

により画像は変化しているので，専門家同士の情報

交換の方に適しているO

この様なシステムにより手軽に使用できる

より多くの情報提供をすることで，診断精度の向上

や患者サーピスが可能になると考えられるO

文献

[ 1 ]徐 知行:市販テレビ会議システムについての画集詳

価一腕抱症例を用いての検討一，第18閤医療情報学連

合大会論文集 730‘1998彰

[ 2 ]井上武広:ISDN用テレピ電話の放射線治療i磁像伝送

への応用について，日本医放会誌 53，4，481，1993. 

[3 ]美代賢吾:峡{象情報のリアルタイムデジタル配信・蓄

積4システムの運用と評価，医療情報学 19 SuppI.， 32， 

1999. 
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図2-1 内視鏡カラー印醐転送前

盟3寸 大腸2襲造影(隆起性麗蕩)転送前

函4-1 体部CT(胆嚢炎)転送前

[ 41本間聡起:高齢者を対象とした遠謂診祭システムの医
学的評価，霞療'情報学 18， 1 ， 39， 1998 

[ 51小林毅:[表療酒像情報の双方向性交信体系構築によ
る循環器病の診療精度向上に関する研究一労働福祉事

業問，第一種研究費による平成8年度より 3年間の継

図2-2 転送後

国3-2 転送後

国4-2 転送後

続研究報告，日本災害医学会会誌 46， 11，647， 1998. 

[ 61坂本秀生:米闘における遠稿陵療システム， Japanese 
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露 事

繰り返し印崩が可能な紙様媒体開発の必要性

はじめに

携帯情報端末を含めモパイルコンピューティング

は近年大いに発達した。しかし現状はまだ、大きな問

題を抱えている。過渡的技術かもしれないが新しい

型の出力デバイス(あるいはメディア)の開発を要望

したい。

1 .電子情報機器の短所

携行できる電子清報機器は，ブック型(ラップ

トップ)からノート，サブノート型のコンピュー

タ， PDAとさまざまあり，さらにはウェアラブルコ

ンピュ…タ[1 ]も開発が進んでいる。これらは大容

量化を進めてすべての情報を持ち歩くことを指向す

る一方で，通信機能と組み合わせて外部から情報を

取り寄せられるようにすることで容量の不足を解消

しようとしている(これは蓄積情報を更新して陳腐

化も防ぐ)。

ところが致命的ともいえる問題を抱えている(表

1 ) 0 それらは小型化やネットワークイとによって解

決するのは間難である。

まず通信系は無報(携替電話・ PHS等)を前提とす

るが，これは航空機内や病院内で捜用ができない。

杭空機内では情報機器の使用そのものも制限を受け

る[2， 3]。

次に小型化の結果ディスプレイが小さくなり，一

覧できる範臨が狭い。そして紙と比較することで歴

然とするが，小さな字が使えない。現在の解像度で

は8ポイント以下の字は実用的とはいしミ難い。

さらに例外はあるけれど一般に重くかさばる。起

動に時間がかかり，電il京がなくなればただの荷物に

しかならない。使用中に突然応答しなくなることも

ある。これらは技術開発によって解決されるであろ

細川啓 1)

うが，そのために増した重要性(依存性といっても

よい)を水濡れや簡撃から守るためにはさらに高額

化せざるを得まい。コンピュータ辻外部延長された

脳といえるが，描をむき出しにして持ち歩くのは危

験だ。

ここで古典的な出力形態である紙を見直してみよ

うO 必要な'情報だけを紙に出力し折り畳んで持ち歩

けば，先にあげた電磁波，電池，重量，解像度，安

定性いずれもクリアできる(表2)0 メモは落下させ

ても大丈夫どころか，破れたりしわになったりして

も読むことはできるO

イ可冊もの本を持ち歩くよりは電子ブックが優る

が，とりあえず自を通したい一節であるならば紙

の方がはるかに気がきいている O 有楽町駅付近な

ら東海道新幹線は出手線に追い抜かれてしまうの

だ。

表1 電子情報機器の短所

病院・飛行機内等で使えない(とくに通信系)

電源依存

かさばる
重い

表示が粗い(細かい字を表示できない)
システムの安定性に疑問がある
回路・箆体が物理的に脆弱

表2 情報出力形態としての紙の長所

どこででも読める

折り畳める
軽しミ

高い分解能
安定である
対衝撃性に優れる
分裂可能(必要なところだけ持ち出せる)

安価

1 ) @nifty(1日間町YSERVE)fバイオフォーラムJマネジャー〔船長mり請求先:fbio3.hosokawa@nifty.comJ 

{キーワード}情報携帯司繰り返し印刷 (原稿受付日 1999年10月12日 原稿採択日 1999年12月9B) 
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表3 情報出力形態としての紙の捜所

絞る情報量が少ない
き;場所・に困る

検索に向かない

暗いと読めない

吏新できない

出力に時間がかかる

表4 なぜ紙に印献するか

コンピュータの台数が足りないので商留で見る余裕が
ない

コンピュータを操作するのが苦痛

紙におさないと不安

き込みをしたい

前後関係や他の文書との確認をしながら読みたい

移動時間を利用して読みたい

表5 新しい“紙"の条件

再生可能(リサイクルよりはリユース)

高解像度で印字可能
印字は容易に消すことができる

軽くて紙並みに丈夫
製造・流通・利用・廃棄において人体および環境

(負荷)がない

表6 新しい出力媒体の長所

ポケットから耳文り出してすぐ読める

乗車率200%の車内でも読める
機Eやや病院でも読める

直射日光の下でも読める
落としても壊れない

用が済めば内容だけ消去して再利用できる

紙の消費量が減り，森林資糠が保護される

注:乗車率200%とは「体がふれあい相当圧迫感があるが， iM! 

刊誌程度なら何とか読めるJ程度[4]。

2 .紙の抱える問題

とはいえ紙にも開題はある。重量あるいは体積あ

たりの情報量が電子情報に比して圧倒的に少なくて

情報量が増えると物理的に膨大な紙が必要となるこ

と，検索性に劣ること，複製に手間がかかることな

どがあげられる(表3)。とくに第一の点は深刻で，

膨大な情報をすべて，それも要求にあまねく応える

ように紙に出されたらすさまじい量の紙が必要にな

る。プリンタの解像度の低さがそれに輪をかけるO

紙の生産と反古処理によって発生する資源・環境問

題は軽視できない。

3 .出力形態としての紙の可能性

むろんコンピュータ化はペーノ¥-レスをめざして

いた。にもかかわらず実際には紙の使用は増え続け

てきた。なぜ、コンピュータ内の情報をいちいち紙に

印刷してしまうのだろうか?いくつかの場合が考え

られる(表4)。そのうち端末の不足や操作未翌熟は

いずれ解決されるであろう。書き込み(改訂作業や

校関)もソフトウェア的に解決できる。しかし前後

関係を確かめるために行きつ戻りつしたり別の文書

も参照したりしながら読む場合辻， 100インチモニ

タでもあればともかく，現在のディスプレイ装置で

は紙に太刀打ちは難しいo Head Mounting Display 

(HMD)などでモパイルコンピューティングでも大

画面は可能になるかもしれないが，その分大げさに

なり，機動性を損ねてしまうだろう。

紙の長所と電子情報機器の長所を兼ねることはで

きないだろうか?電子情報機器は多量の情報を保存

したり検索したりネットワークを介して最新版を取

り寄せたりするには向いているが，当面必要なだけ

の少量の情報を関覧する場合には紙の優位性は明ら

かなのだ(使用面で)。とはいえ，現実の紙の使用量

はすさまじく，また古紙回収も機能不全に路ってい

る。そこで提案したいのが，簡単に印字(出力)を消

して再利用することができる紙様媒体の開発であ

る。

4.新しい媒体

この新しい媒体の具体的な案があるわけではな

い。必要と思われる仕様を示し，化学あるいは工学

の方に開発をお願いしたい(表5)。この“紙"は桐人

向けプリンタ程度の機械で高解像度で印字ができ

るO 環境負待を軽減するために再生よりは再利用が

好ましい。したがって印字は容易に消せるように

る。あとは紙と同じように軽くて丈夫で折り畳んで、

持ち歩ければよい。価格については多少値が張った

方が再利用を促すであろう O

トナーの'賂着という方法にこだわる必要はない。

紙ではなくて布になるかもしれない。たとえば中空

糸の中に感圧性色素を入れて織り上げ，ワイヤドッ

トで叩くというのはどうだろう。

洋式製本する必要もない。折本や巻子本でも 1-

分。株式会社アスキーから出された「超整理手帳」は

一種の折り本であるO

再利用可能な出力媒体によってもたらされる利益

を表6にまとめた。軽くて柔軟で、高解像度の省エネ
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ディスプレイというのが正統な開発方向かもしれな

い。しかし鶏を割くのに牛刀を用いずというではな

いか。あるいは丈夫な紙と「消しゴム付き鉛筆プリ

ンタjによって実現するかもしれない。つまり先行

するのは目的であって，実現する技術は問わない。

他ならぬ当学会において提案する理由であるO

文献

[ 1 ]日本アイ・ピー・エム株式会社， http://www伊.ibm.

com刑ews!leads/980912/，1999年11月20自アクセス.

[ 2 ]株式会社日本エアシステム， http://www伊s.co招/ca/

cavoI2jca_kart.htm， 1999年11月208アクセス.

[ 3 ]日本航空株式会社， http://www.jal.co伊/safety/fly / 

electron.html， 1999年11月20日アクセス.

[ 4 ]運輸省， http://www.motnet.go.jp/KINKI!chousa/ 

4_9.htm， 1999年11月20日アクセス.

A reusable paper欄likeprintable material 

Kei Hosokawa 1) 
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Abstract 

Paper is an effective c訂rierof information， as printed matter can be read any where and at any time. But its one-

way use causes various environmental problems. It is necessary to develop a new paper-like material having 

reusable properties. 
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学会情報の Web公開に適した
アクセス制限@認証方法の考察

1 .はじめに

学術研究に必要不可欠な学会であるが，近年学会

の活動内容や学会誌が Internet上の WorldWide 

Webのベ…ジとして公開されるようになったo

Internet上で学痛集会を行なう試み[l， 2]もなさ

れている。公開情報が多岐にわたるにつれ，広く一

般に公開する情報・会員向けの非公開晴報，利用者

眼定情報など提供する情報の秘匿レベルも多様化し

ている。著者は従来から Web上での緩やかなアク

セス制限の有用性を研究[3 ]してきたが，ここでは

学会活動への応用について述べる。

2. Webによる'情報提供の現状

提供する情報として，種々の情報が考えられるO

その実態を調査するため，関内の医学関連学会で

InternetにWebサイトを公開している学会中100の

サイトに載っている内容を昔話査したO この際，

U担IN(大学病i淀援療情報ネットワーク)のオンライ

ン学会情報サーピスページ[4]が存用であった。

会サイトで掲載されている情報はおおむね学会の組

織情報・学会誌関連情報・連絡事項と情報提誤から

なっていた(表 1)。

一部の学会では，アクセスを制i現したページが見

られた。

学会組織情報については，多くの学会が公開して

いた。学会誌情報に関しては，多くは投稿規定・自

次程震の掲載に止まっているが，まれには学会雑誌

山野辺裕一1)

の全文を Web上で公開している学会も存在してい

たO 会員向けの連絡事項や情報提供の掲載を行なっ

ている学会は少数であった。

3.提供可能な情報とアクセス制限

以上の結果を見ると，学会誌のオンライン掲載や

議事主主など，不特定多数に公開することが適切かど

うか疑陪のある内容も含まれているO 一方では，会

や役員を対象とする利用者限定のページも存在す

るO 今国は確認できなかった情報の中にも，さらに

セキュリティが確保されれば提供可能となるものが

あると考えられるO 会員名簿の掲載や，オンライン

で、の委員会の開催や討論など双方向サーピスがこれ

に当たるO これらのいろいろな情報を，その性質を

に公開・非公開・一部利用者限定の3つに分類し

た(表2)0 

それらの情報を提供するためのアクセス制眼とし

て，従来よく見られる「市Jj眼なしjと「駿格な制限」の

関に， r競やかな制限」の利用を提唱する(表3)0 

4.緩やかなアクセス制限の実現方法

前述の緩やかなアクセス制設の実現方法として

は，非公開アドレス，共有パスワードの2種類が有

用と考えるO また，その実用においては，対象者へ

その手ドi~開部にアクセスするキーとなる'靖幸設をいか

に告知するか，そのキー情報をどのように変更する

かが問題となるO

表1 学会のWebサイトで提供されている靖報

学会の組織情報 | 学会概要，理念，沿革，役員一覧，入会案内，集会案内，事務局の所在
学会誌関連情報 | 目次情報，抄録情報，投稿規定，オンライン掲載
連絡事項・情報提供 | 一般向け情報，事務連絡，委員会報告，議事録，学会への連絡窓口，メーリングリスト案内

1 )長崎大学医学部隊属病院 医療情報室 C'iJljjniJり諮求先:〒852-8501 長崎県長崎市坂本1了目 7-1 長崎大学医学部附属病院 医
療情報室 山釘・辺裕二， yamnob巴@net.nagasaki-u.ac必〕

(原稿受付日 1999年11月8日)
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表2 公開度別に分類した提供情報

非公開情報 一部利用者限定情報

学会誌の抄録情報 学会名簿
オンライン学会誌掲載 オンライン理事会

委員会報告 オンライン評議員会

議事録 オンライン各種委員会

メーリングリスト案内

オンライン討論

オンライン学術集会

公開情報

学会概要

理念

沿主主

役員一覧

入会案内

学術集会案内

事務局の所在

一般向け情報

事務連絡

表3 段階別のアクセス制限の特性

情報の内容

公開情報

非公鴎情報

利用者限定情報

アクセス制線

制限なし
緩やかな制限

厳格な制限

対象

不特定多数
会員と一部希望者

一部会員限定
理管不自

ふ
J
J

理

は

管

一

た

一
一
し
ま
理

ザ
一
な
'
管

二
理
し
別

ユ
一
管
な
倒

パスワードと利用者の対応

なし
なし，またはl対多

l対1

(1)非公開アドレス

情報のある URLアドレスを非公開にしておき，

対象者のみに教える方法であるO 公開ページからリ

ンクしないページを作っておき[5 ]，対象者にはそ

のURLを直接閲覧してもらう。

併をあげると，本学会のホームページはhttp://www.

jacs.org/index.htmlであるが，http://www伊cs.orgl

member-index.htmlというページもしくは http://

www.jacs.org/member/といったデイレクトリを作っ

ておき，ホームページからリンクしないで、おけば，

一殻からはその存在を知ることはできない。

この方法の特徴は，プロパイダ提供のサイトな

ど，パスワードを自己管理できないサイトでも実現

できることである。

ただ，この方法には偶然にアドレスを知られると

いう問題がある。上述のように，容易に想像できる

名前をつけるとその可能性が増す。また，複数人で

共有する機械の場合など，ブラウザソフトの臆置や

アドレス自動補完機能で知られることが多いと考え

られる O

( 2 )共有パスワード

i育報をおくページやディレクト 1)を公開ページか

らリンクするものの，そこにアクセス制限を設定す

る方法であるO しかし，そこで用いるユーザ名とパ

スワードは，多人数で共有するものとし，対象者に

告知する O

この方法の特徴はアクセス制限のあるページが存

在し，今以上の情報が提供されていることを，一般

開覧者が知ることができることである。これは利点

ともいえるが， r知らないところで得体の知れない
ことがなされているJという悪感情を持たれる恐れ
もある。

偶然にアクセスできるかという点では，先に述べ

た護数共有機によるパスワードの自動入力という問

題がこの方法にも存在するが，非公開アドレス方式

に比べるとその可能性は低い。

( 3 )告知の方法

今まで述べてきた2つの方法とも，非公開アドレ

スや共有パスワードといったキー情報を対象者にど

のように伝えるかが問題となる。

その方法としては，学会誌などの対象が限られた

刊行物に掲示する方法，学会でメーリングリストな

どを運営していれば，そこで公開する方法があるO

前者は対象者が特定しやすく実施が容易なので，と

くに有用性が高いと考えられる。

そのほかに，問い合わせに対しでは適宜問答する

こともできるO ただ，このような申請にもとづく方

式は，申請から告知までタイムラグがあるのが欠点

で，得たい情報をすぐ得られない欠点がある[6 ]。

( 4 )キー情報の変更

以上述べてきた緩やかなアクセス制践を実運用す

る場合には，そのキー情報が対象者以外に伝搬する

ことを想定しておかねばならない。そのため，定期
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的にキー情報を変更する必要があるO

変更の容易なのは共有パスワード方式であるO 非

公開アドレス方式では，アドレスを変えるために

フォルダやファイルの名前を変えることになるが，

内部でリンクを張ったりしている場合に不整合が出

ることがあるかもしれない。

変吏の告知の点でも，定期刊行物である学会誌に

キー'情報を載せるようにしていれば，運用上都合が

よい。

5.考察

(1)温度の情報公開の問題点

学会の中には，学会雑誌の全文に至るまで Web

ページ上で公開しているところもある。しかし，

会員が仰もしなくても学会から与えられるサービ

ス・清報は学会誌だけであることも多く，その学会

雑誌を無償で、公開したのでは会費徴収の理由がなく

なり，会員の反発もしくは退会を招くこととなるO

この開題は，学会誌を誰にでも見られる公開のペー

ジにおいていることに起関するのであって，たとえ

緩やかなアクセス制眼であっても，公開していない

というのは大切であるO 非会員が学会雑誌を閲覧し

たい場合，どのような行動をとるかを現実の社会で

見るとわかりやすい。非会員は会員にたのんで学会

誌を見せてもらう，図書館などで閲覧するという方

法があるO 本来学会誌は非会員に秘寵されるべきも

のではなく，ある程度公開された方がよい 00も
持っている O 学会制践ページに於いても，会員に

キーを教えてもらう，事務局に問い合わせるなどの

一定の努力を経れば，非会員でも閲覧できるという

程度の制限度が望ましくないであろうか。

また， Webページで内容を公開しているのではと

外部からの指摘を受けた場合でも，この緩やかなア

クセス制践のみで， I公開していないJ，I不特定多
数の自にふれるところには置いていないJと問答で
きるO

ホームページはオープンであるべきで，アクセス

制限を表に出すべきではないという意見もあるO そ

ういう向きには，学会会員のみに会員専用ページの

じRLを配布し一般ページから 1)ンクしない配慮が

可能で、あるO

学術情報センターの電子関書館サービス[7 ]は，

広範囲の学会誌を一度にオンラインで提供する仕組

みで興味深い。しかし，閲覧できる対象者と閲覧で

きる学会誌の眼定レベルをどのあたりに持っていく

か，公開と非公開のバランスが問題となるだろう O

( 2 )舘別ユーザ管理によるアクセス制捜の欠点

従来から見られる偶別ユーザ、管理は，ユーザ名と

パスワードの管理が大変で、あるO パスワードを忘れ

た場合，管理者に問い合わせるしかない。管理者側

はユーザ、の本人確認が困難なため，新たなユーザ名

を発行するなどの方策を採らねばならないだろう。

UMIN(大学病院底療情報ネットワーク)でもオン

ライン学会情報サービス(OASIS)として学会情報の

統合管理を進めている[8 ]が，大規模で、あり，実用

イとすると運用・保守の手開は避けられないと考えら

れるO

パスワード利用が現在の Web認証で最も使われ

ているが，パスワードはホスト慎Ijでの授入による漏

洩，ユーザ側での漏洩から免れない。現在の

Internetの治安を見ると，結局パスワードは漏れる

ものとして運用すべきである。ゼキュ 1)ティの向上

を目指すと，眠りなくガードを閉めなければならな

くなり，ワンタイムパスワードや生体認証に行き

くO

( 3 )高度なアクセス制隈の必要な学会'1官報

情報の内容から考えてみると，学会の情報で高度

なセキュリティを要求する内事は何であろうか(表

2 )。まず考えられるのは名簿などの儲人情報で、あ

る。しかし，提供側でのセキュリテイが確保されて

も，学会名簿の掲載に踏み切るには露賭する学会が

多いであろう。

理事会などメンバーの屈定している会議は，メー

リングリストの方がふさわしいメディアである。

Web上での掲示板は，どちらかというと不特定の発

を対象とする方が向いているO

以上のように，学会情報で高度なアクセス制践を

要する'情報は少なく，理論的には可能で、も実施には

抵抗があるものと考えられる。従来のパスワード要

求型のアクセス制限の必要性は高くないといえよう O

( 4 )増加する認証要求ページ

学会情報に限らず， '1育報の多様化とともに， Web 

上でも認証を要求するページが増えている。その都



54 lσpanese Journal ofComputer Science Vo1.6， No.1， 1999 

度パスワードを設定していると，覚えきれないばか

りか変更が国難になってくるO パスワードは定期的

に変更せねば安全性が保てないが，現状では Web

サイトのパスワードをユーザが容易に変更できるよ

うにしたサイトは誌とんど存在しない。実質的に変

更は不可能といってよいだろう。 UMINの試みは学

会情報に限れば複数サイトのシングルサインオンを

実現する可能性があり，注目に舘すると考える O

( 5 )緩やかなアクセス制限の利点

以上のような開題点に対し，今回提案した方法で

緩やかなアクセス制眼を設けることの利点は多い。

まず，過度の情報公開を避ける一方，完全な秘匿

でもないことで，学会情報の提供にちょうどよい公

開度を達成できる。次に，個別ユーザ管理に伴う管

理事務がほとんど要らないということである。ま

た，学会情報自体が本格的なアクセス制限になじま

ないことも利点としてあげられる。セキュリティを

保つためのURLアドレスやパスワードの変更も，

自動的に告知されるので覚えておく必要がない。

( 6 ) Internet上での学会運営

Internet上(オンライン)で学会誌の掲載や学術集

会の開催ができることから，現実の(オフラインの)

会合なしの学会さえ実現可能で、ある O しかし，コ

ミュニケーションの重要性を考えると，懇親会のみ

でも現実世界で開催した方が学会の意義はあると思

われる[9 10 

6首まとめ

学会情報の Webサイトでの公開状況を調査し，

非公開情報の提供に適した援やかなアクセス制限を

提唱した。その具体的実現方法として，非公開アド

レス・共有パスワードの2種類を提示，その運用方

法に言及した。学会情報の提供には，公開・非公開

のバランスを適度にとることが重要であり，緩やか

なアクセス制限を設けると利点が多いことがわかっ

た。
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Supercourse model for web.幽，based
education i悶 health

Akira Sekikawa 1) ， Akihiko Suyama 2) ， Katsuya Yahata 3) ， 

Hi主oTamashir・o4) ， Deborah J Aaron 1) ， Ronald E LaPorte 1) 

[Abstract] The Supercourse is a project on the Internet， which is composed of web-based lectures 
on epidemiology and global health， created and shared by 1，200 faculty members from 101 countries 
(http://www.pitt.edursuper1). The Supercourse differs in many ways from traditional distance 

education on public health using the Internet. We describe four unique characteristics of the 

Supercourse model for web-based education here: lectures for the instructors， sharing lectures， quality 
contI叫 ofthe lectures， and being available in low bandwidth connectivity. The Supercourse model 
has been employed in other health fields including environment and sustainable health at http:// 

www.who.int!peh-super/， its Japanese version at http://www.epi.med.tottori-u.ac.jp/super/. pathology， 
and rehabilitation science. We believe this model offers one of the ways to share the world's store of 

health knowledge through the Internet in order to improve health in the next century. 

Introduction 

The Internet has grown exponentially during the last 

five years and is expected to continue to grow. It is 

changing the way people communicate and exchange 

infonnation locally as well as globally in almost all areas 

of society including education. 

In this century， life expectancy has improved in both 

developed and developing countries to an extent that 

has never been experienced in human history [ 1 ] 

Japan achieved the longest life expectancy in a relatively 

short time period and has enjoyed it for many years [ 2 ] 

. Most of these improvements are att1'ibuted to public 

health and disease prevention such as sanitation， 

immunization， changing life styles， improved nutrition， 

health education， etc. [ 1 ~ 4 ]. Even though public 

health has played such an impOltant r‘ole in this century， 

medical and other health-related schools put little 

emphasis on public health and epidemiology as a basic 

science of public health [ 5 ]. For example， on average 

less than ten hours are spent fo1' lectures on 

epidemiology in medical schools in J apan [ 6 1. 
Moreove1'， even in the United States where the1'e are 

twenty伺sevenpublic health schools， it is suggested that 

there is a need for at least five times as many 

epidemiologists as there are now [ 5 ]. 

One ofthe attempts to fill this gap is an Internet-based 

distanceωeducation programs for teaching public health. 

Seve1'al public health schools in North America offer 

these courses (Table 1). Typically these courses are 

developed to meet the educational needs of local public 

health workers and institutions. Application and tuition 

are usually required. Some programs offer master of 

public health and require on-campus study as a part of 

distance education. All prog1'ams rely exclusively on 

faculty members of the university that provides the 

courses. These distance-education programs are me1'e 

extension of on-campus courses in order to meet the 

local needs and may not fully utilize the capabilities of 

the Internet. 

Based on the concept of the Global Health Network 

じniversity[ 7] which was proposed to p1'ovide a 

transnational training program in public health through 

the capabilities ofthe Internet， the Supercourse evolved 

in 1997 [ 8 ]. The Supe1'course is composed of web-

1) Universiり，of Pittsbllrgh， U.Sλ，2) Radiation E.ffects Research FOllndation， Japan， 3) University ofOccllpational and Environmental 
Health， Japan， 4) World Health Organization， Switzerland [Correspondence to: Akira Sekikawa， Department of Epidemiology， Graduate 
School of Public Health， University of Pittsburgh， 130 DeSoto Street， Pittsburgh， PA 15261， U.S.A.， akira+@pitt.ed註]

[Key wordsl Internet， education， public health， epidemiology， distance learning 
(原稿受付日 1999年11月27日)
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Table 1 Public health distance-education programs using the web 

Name Facility 

C冶rtificateprogram in- University of Washington 
public health 

Outreach education The University of Texas降Houston-
School of Public Health 

Distance leaming University of North Carolina at-
Chap巴1Hill， School of Public Health 

Intemet梢basedmaster- Johns Hopkins University School働
of public health of Hygiene and Public Health 

巴Learn Emory University， Rollins School-
of Public Health 

Graduate certificate- George Washington University， 
program via distance- School of Public Health and H巴alth輔
巴ducation S巴rvices

Distance education- McGill University， Dep訂tmentof“ 
programme Occupational Health 

Distance Leaming Tulane University School of Public-
Health and Tropical Medicine 

URL 

http://www.巴xtension.washington.edu/ 
巴xtinfo/certprog/pht/pht.htm

http://www . sph. uth. tmc.edu/ 
outreach巴du/

http://cdlhc.sph.unc.edu/ 

http://www .sph.jhu.edu:443/ -distance/ 
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http://www.mcgill.ca/occh/ distance/ 
masters.htm 

http://caeph.tulane.edu/distance_learning 
deliv.htm 

based lectures created and shared by the global faculty 

members and has been developed to provide an 

overview on epidemiology， global health， and the 

Internet (http://www.pitt.edu(superl). In this paper， 

first， we contrast the Supercourse model to the 

traditional distance-education model for web-based 

education， then describe the current status of the 

Supercourse. 

Supercourse model for web-based education 

Four unique characteristics of the Supercourse model 

for web鵬basededucation were described here: lectures 

for the instructors， sharing lectures， quality control of 

the lectures， and being available in low bandwidth 

connectivity. The primary target ofthe lectur・eson the 

Supercourse is the faculty at health-related facilities， 

not the students that are the typical target in the 

traditional distance education. While distance education 

means a separation between the teachers and the 

students， in the Supercourse model， there is no 

separ彼ionin that the classroom teachers do the teaching. 

The only difference for the classr・oomteachers is that 

they will have much better educational materials that 

they can pull from a library of lectures on the Internet. 

For example， when a classroom teacher in developing 

countries wants to teach mercury and environmental 

health because of his concern for possible mercury 

pollution in his country， he can use lectures written by 

Dr. Takizawa (http://www.pitt.edu(superl/lecture/ 

lec032l/index.htm)， the Director General of National 

Institute of Minamata Disease from the Supercourse. 

We believe that lecture quality depends almost 

exclusively on its content. Improving content oflectures 

is perhaps the easiest means to improve higher 

education. The best lectures of a teacher created after 

many years of professional and educational experiences 

are typically presented only once a year to a smal1 

number of students. In the Supercourse model， global 

faculty members develop and share their best lectures 

free of charge. For example， Dr. Bennett provided his 

best lecture旬 Epidemiologyof type 2 diabetes (http:// 

www.pitt.edu(superl/lecture/lec0461/index.htm)， as he 

is one of the top researchers as well as teachers on this 

topic in the world. When a teacher at a medical or・other

health-related school in Japan wants to teach 

epidemiology of diabetes， he can prepare his class using 

lectures written by Dr. Bennett and by Dr. Fujimoto， 

who is one of the top researchers in epidemiology of 

type 2 diabetes among Japanese Americans (http:// 

www.pitt.edu(superl/lecture/lec0451/index.htm) . 

Diおstωa創加nc印e.句-句

the university that provides the courses， and their 

lectures are typically not shared with other faculty. 

It is necessary to develop and maintain high quality. 

In the Supercourse， therefore， open evaluation and 

revision of lecture materials on the web are being 

conducted. These procedures are built into the 

Supercourse based on the concept of the quality control 

[ 8 ]. At the end of each lecture， there is a “peerreview 

of the lecture" page， which allows the faculty members 
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to submit their ratings and comments on the lecture with 

their identity. The author is then asked to update and 

revise the lecture based on the comments from the 

reviewers. To our best knowledge， this kind of quality 

control process has never been applied to distance時

education course materials. 

Many distance-education programs on public health 

require streaming audio/video which needs a stable 

Internet connection and may not run smoothly in low 

bandwidth connection which is typically true in many 

developing countries and in fact in many rural areas in 

developed countries. In order to share lecture materials 

on the web with low bandwidth users， every effor・thas 
been made to reduce the size of the web page in kilobyte 

(KB) in the Supercourse. As a result， the average size 

of the web page of the Supercourse lecture is less than 

10 KB. In addition， one can obtain the entire copy of 

the Supercourse and set up a mirror server free of charge 

in order to improve the access time for the local users. 

Current status 

To develop the Supercourse model， it is necessary to 

nurture such a global networ・kamong people who are 

interested in sharing their best lectures， reviewing 

lectures， or employing lectures for teaching their 

students. In October 1997， we announced the 

Supercourse via e-mail to identify faculty for the 

Supercourse. Since then， recruitment of the facu1ty has 

been a continuous effort. As of October 1999， there 

were approximately 1，200 faculty members from 101 

countries and international organizations such as the 

World Health Organization (WHO)， the World Bank‘ 

and others. More than 50% of faculty membe1's are 

from North America 01' Europe， 18% from South 

America， 15 % from Asia， 5 %台omAfrica， 4 % from 

Oceania， and 3 % from Middle East. 

As of October 1999， t出he叙reare 80 lecはtu山lre凶si出nthe 

Superc∞∞ouぽu
h加1託tr紅m)ト.It is notable t出ha幻tmor詑.芯ethan 15 % of the lecαtuぽIぜf詑e邸s 

aref企=量匂.ひomdeveloping c∞ount的ne邸s.Lectures cover the topics 

of epidemiology in general， epidemiology of specific 

diseases or conditions， biostatistics (http://www.pitt.edu/ 

-superl/main/epi.htm)， application of the Internet to 

public health and global health in 1'elation to specific 

diseases 01' conditions (http://www.pitt.edu(superl/ 

main/i註t.htm).Some of the lectures are translated into 

other languages: Chinese (Big 5)‘Fr官 lch，Germany， 

Japanese， Russian， Spanish， and Turkish. Currently five 

lectures are available in Japanese(Table 2). 

Health同relatedinstitutions can obtain the entire copy 

of the Supercourse free of charge. As of October 1999， 

there are 24 mirrored sites in 6 continents including 

ministlies ofhealth in Cuba and China (a list of mirrored 

sites is available at http://www.pitt.edu(superl/mirror/ 

index./htm) . 

The Supe1'course model has been employed in othe1' 

health fields as well. Dr. Tamashi1'o at the WHO is 

developing the Supercourse: Health， Environment， and 

Sustainable Development (http://www.who.int/peh.・-

super/) [ 9 ]. This is ajoint effort by the WHO and the 

Global Health Network. There are about 20 lectures 

available at this course. Dr. Suyama struted the J apanese 

ver・sionof the Supercourse at http://www.epi.med. 

tottoriぺl.ac.jp/super/.Recently two other groups have 

started their Supercourse: the W orld Association of 

Societies of Pathology and Laborato1'Y Science (http: // 

www. dokkyo担 ed.ac. jp/depよ/cliゃathjWASP-Glo. 

htmI) and School of Hea1th and Rehabilitation Science 

at the Unive1'sity of Pittsburgh (http://www.shrs.upmc. 

edu/supercourse/index.htmO . 

The latest survey fo1' the Supercourse faculty 

members conducted September 1999 1'evealed that 29 

faculty members have already utilized the lecture on 

the Supe1'course fo1' thei1' teaching and 122 faculty 

members indicated that they would use the lecture 

during the next 12 months. 

Conclusions 

Dr. Nakajima， the forme1' Di1'ector・Generalof the 

WHO commented that sharing the world' s store of 

Table 2 Lectures on the Supercourse available in Japanese 

Introduction to the Supercourse 
Epidemiologic Transition 
Monitoring Disease in the Population 
Epidemiology of Insulin Dependent同
Diabetes 1¥在ellitus
Toxic Oil Syndrome 

http://www.pitt.edu/-sup巴r1 /lecture/lecOO 12/J/index.htm 
http://www.pitt.edu/-superl/lecture/lec0022/index.htm 
http://www.pitt.edu/-superl/lecture/lec0032/J/index.htm 
http://www.pitt.edu/-superl/1ecture/lec0042/J/index.htm 

http://www.pitt.edu/-superl/lecture/lec0062/J/index.htm 
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health knowledge through information technologies is 

a keystone to international health development in the 

next centur・y[lOl.We believe that the Supe1'course 
model fo1' weかbasededucation is one of the most 

feasible ways to achieve this goal. We argued that health 

info1'mation flowing into developing countries should 

come not only from Britain and the United States， by 

which the approaches towards public health have been 

dominated in this century， but also from countries with 

better health indicato1's and successful public health 

programs， which disproportionately provide less 

infOIτnation than these two countries [ 2 ]. In this sense， 

Japan cam make substantial cont1'ibutions into 

inter・nationalhealth in the next century. 
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インターネットを応用したグローパルな教育プロジェクト
ースーバーコースー

関川 暁J)閥山昭彦ベ八幡勝也九玉城英彦4) Aaron DJ 1)， LaPorte RE J) 

1)ピッツパーグ大学，アメリカ合衆国， 2)放射娘影響研究所

3 )産業器科大学， 4)世界保健機関，スイス

要約

スーパーコースとは，インターネットを応用した，予佑医学や疫学等のボーダーレスな教育促進

を間的としたウェブ上のプ口ジ:クトであり宅現在宅 101ヵ閤， 1，200名の詞分野の専門家の協力

で進められている (http://www.pitt.edursuper1)。スーパーコースは，従来のインターネットを

応用した連隅教膏とは異なったものであり，本稿ではその重要なポイントを 4つ紹介した。

スーパーコースの形態はーすでに環境と保健(http://引開'.who.int!peh-superおよびその関本

語版 http://www.epi.med.tottori-u.ac.jp/superj)，病理学守臨床検査学(http://www.

dokkyomed.ac.jp/dep長/cli欄path/WASP-Glo.htmO ， リハビリテーション科学(http://www• 

shrs.upmc訓 luisupercourse/)の分野でも応用されている。 21世紀にむけてのグローパjレな教青噌

知識の共有のために，スーパーコースの形態はきわめて有用であると思われた。

[キーワード}インターネット宅教育司公衆衛生，疫学， 遠隔教育
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小規模診療所・医局で役立つパソコン活用術

成島勝彦 1)

1 .はじめに

私立医科大学の講師および器局員40名を超える

局を管理する医局長の役職にある私にとって，現

在，パソコンは有能な首脳秘書です。こんな風に書

くと，私が昔からパソコンを使っていたと思われが

ちですが，私とパソコンとのつきあいはわずか6年

です。 6年前，講義の資料作成，スライド作成のた

めに購入した Macintoshのその使い易さ，便利さに

驚嘆した持のことは，昨自のことの様に覚えていま

す。

しかし，最近では，後輩の医師がMSωWindows

95/98で論文を作成したり，学内 LANが MS-

Windows 95/98を主体に措築されたりと，時勢の波

に勝てず， Macintosh， MS-Windows 95/98という

なったオベレーションシステム上で，後述するクロ

スプラットフォームソフトウェアを用いて仕事をす

る機会が増えています。

今回は， Macintosh， MS-Windows 95/98という異

なったオベレーションシステム上でのパソコンの使

い方のノウハウを中心として，その活用法を紹介し

たいと思います。

2.文書作成

医師としてパソコン購入を決心する動機は，文書

作成と後述するスライド作成のためがほとんどだと

思います。文書作成ソフトウェアには大きく，ワー

プロ，エディタ，アウトライン・プロセッサ， DTP 

(デスクトップパブリッシング)ソフトウェア，メー

ラの5つに分けられます。以下に代表的な文書作成

ソフトウェアを紹介しました。その特徴としては，

エディタは文書の入力と結集に機能を絞ったもの

で，シェアウェアソフトとして3，000円ぐらいで目葬入

できます。アウトライン・プロセッサはアイデアの

整理と構造化に文書作成の初期の段階で使うもので

す。 DTPソフトはその字のごとく，杭の上で製本，

印刷ができるもので，論文作成よりは，医局記念誌

などの製本を必要とする特に使用します。メーラは

Internetや学内 LANなどで電子メールを送った

り，受け扱ったりする時に使います。最後に， MS嶋0・

Wordに代表される最近の高性能ワープロは，

作成プロセスのはとんどの機龍を持っており，どれ

かlつを持っておれば，文書作成には国りません。

次に，文書作成時の Tipsを紹介します。

( 1 )1:3本語インフ。ツトメソッド

日本語入力プログラムのことで， Macintoshには

fことえりJ，MS-Windows 95/98にはIMS-IMEJが

標準装備されていますが，私はその変換効率の良さ

から両者でIATOKJを愛用しています。

( 2 )医学辞書

「硫賛Jゃf稽龍流産jなど医学用語には単語登録し
ておかないと，正しく変換されない用語がたくさん

あります。そこで，医学用語変換辞書を使思するこ

とにより，変換効率が高まり非常に便利です。

( 3 )電子辞典

電子辞典に代表される電子的な清報は，印刷物に

比べて，収納スペースをとらないことがまず第一の

利点です。さらに，キーワードの検繋が素早くでき

ることも大きな利点です。代表的な CDωROM

としては， I辞・典・盤J，Iブックシェルフjなどが
あります。また，文書作成だけでなく臨床において

も， I今日の治襟薬Jゃf今日の診療jなどの CD-

1 )東京援大霞ヶi甫病i発内科〔別刷り務求先干300-0332 茨城県穏数郡阿見町中央3…20-1， k-naτu@tokyo-med.ac.jp) 

(原稿受付日 1999年10月308 原稿採択81999年12丹11日)
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ROM辞書も市販されています。なお，頻回に使う

場合には， CD-ROMイメージをハードディスクに

記憶させておいたほうが便利です。

( 4 )キ…ボードアレルギーの克服

私は，パソコン恐怖症キキーボードアレルギーと

考えています。このアレルギーを克服する方法とし

ては，通常のアレルギーであればアレルゲンからの

自避，つまり，コンピュータから逃げることが第ー

ですが，現在の日本で医療を行なう以上，これは不

可能です。 加のアレルギーの治療として，減感作療

法があります。キーボードアレルギーの治療には，

この方法をお勧めします。タイピングソフトウェア

と呼ばれるブラインド・タッチ練背用のソフトウェ

アを利用してみてください。毎日， 30分の練習を 2

週間続けてみてください。 2週間後には，キーボー

ドアレルギーを克服したあなたがそこにいます。

最後に，キーボードアレルギーの克服の裏技をお

教えしましょう。これは，キーボードを使わず，

声入力によりパソコンを操る方法です。代表的なソ

フトウェアとしては， IBM 社のiViaVoiceJがありま

す。非常に認識精度がよく十分実用に足ると思われ

ます。

( 5 )異なるパージョンの文書の保存について

最近のソフトウエアはそのパ一ジヨンアツフプ。のサ

イクルが早くし，私が愛用している MαS

98のMSふ鵬羽W勺or吋dを例にとると， MS-Word 95， 97/ 

98， 2000の3つがあります。ソフトウェアは原則的

に上位版パージョン優位に作られていますの"で，た

とえば，私がMS-W ord 2000で文章を作成し MS-

Word 95を使っている友人に渡したとしたら，友人

はその文章を開けずに困ってしまいます。そのよう

な場合には MS-W ord 6.0/95形式で保存すれば，開い

て編集が可能です。ただし，上位版ソフトウェアの

独自機能は失われてしまうので，データの扱いには

注意が必要です。

3面スライド作成

スライド作成用のソフトとしては， Macintoshで

は， Persuasion， MS聞PowerPoint，MS-Windows 95/ 

98ではMS-PowerPointが代表的なソフトです。以下

に大まかなスライド作成の流れを示します。まず，

MS欄Excel，ファイルメーカー Proなどで¥データ・

ベースを構築し，必要に応じて StatViewなどの統計

解析ソフトウェアを用います。画像は Adobe

Photoshop上で必要に応じてトリミングを行ないま

す。図・経過表は MacDrawや Canvasを用いて作成

し，護雑なグラフはDeltaGraph Proで作成します。

なお，簡単なグラフでしたら， Persuasion， MS-

PowerPoint上でのグラフ作成機能でも十分説得力の

あるスライドが作成できます。スライドの作成には

実捺には色々なソフトウェアが必要ですが，その使

い方については，個々の解説書を参思してくださ

し、。

なお， Macintoshでは，その代表的なソフトウェ

アであった Persuasionは今後，パージョンアップを

しないそうです。これからスライドを作成する方

は， MふWindows95/98との互換性も考えて， MS倫

PowerPointで作成したほうがよいかと思います。

さらに，陸局のようにスライド作成が日常必要と

されている場合には，施設でフィルム・レコーダ

(定価80万ぐらい)を購入すれば， 2 ~ 3日でパソコ

ンから実際のスライドが安価(24枚で800円位)で作

成できます。



.A 
ヨミ. 幸良

日本コンビュータサイエンス学会
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「第8四日本コンビュータサイエンス学会学術集会j報告
水島 洋(闇立がんセンター研究所がん情報研究部)

1 .実施概要

(ア)主擢:日本コンピュータサイエンス学会

(イ)後援:郵政省，科学技術庁，丈部省

(ウ)協賛:NTT. Olympus.日本電気，日本サンマイクロシステムズ，他

(エ)会期:平成9年(1997年) 10月22日(土)~1O月 23 日(日)

(オ)会場:(1)東京会場(メイン会場) 国立がんセンター問捺研究交流会館地

千104-0045 東京都中央区築地5-1 -1 

電話 03-3542-2511(代)

(II)大阪会場 国立循環器病センター研究所新舘21滑講堂

守565-8565 大寂府吹由市藤自台5 7… 1 

電話 06-6833-5012(代)

(III)札幌会場 国立札幌病院 テレビカンファレンス窓

〒00子0804 北海道札l幌市白石区菊水4 2 -3 -54 

電話 011・811θ111(代)

(IV)四国会場 国立病院関閣がんセンター

キ790伊0007 愛媛県松山市堀之内13

0899佃32-1111(代)

(カ)参加者数:200人(会員100人，一般60人，招待40人)

2.概罷

第8問日本コンピュータサイエンス学会は，メインテーマをrネットワ…クを支えるアプリケーション・カオスから捜
雑系へjと題し，午前の部では複雑系に関するシンポジウムを，午後はインターネットに関するシンポジウムと一般演題

発表を行なった。

今回の学会の特徴のーっとして，学会自体を多地点テレピ会議システムでハイピジョン関設を用いながら中継を行った

ことがある O これは留立がんセンターで使われているもので，今屈はじめて箇立循環器病センターとも相互連携を行なっ

た。そのため，地方の参加者は東京まで、わざわざ来なくても参加することが可誌であり，また地方からの発表や質問など

も行なわれた。

さらに東京会場ではスポンサー企業ゃ各種メーカによる最新の研究支援コンピュータやソフトウェアなどの展示やデモ

ンストレ…ションカf行なわれた。

3.成果

午前の部では.rカオスから複雑系へJというシンポジウムにおいて，複雑系に臨する最近の話題に関して検討した。午
後の部で、は，特別講演の後，インターネットにおけるアプリケーションとコンテンツに関するシンポジウムで，ネット

ワーク上のi育報価値に関する討論を行った。アジア太平洋地域におけるネットワーク連携や，医療A情報公開に関する課
題，ネットワークと報道，ネットワークの商用利用などに関する議論が多かった。

その後，一般演題発表が行なわれた。ネットワーク，複雑系とも，現在もっとも注目されている分野だけに，発表内容

はどれも最新かつ充実したものであっt::.o

4.反省点、

今回の学術集会では，準備不足からくる事前の広報が不十分であったため，内容の立派さのわりには参加者が少なかった。

また，短い時間に多くのコンテンツがもりだくさんであったため，費問の時間が十分に確保できなかったのが残念である。

翌日行なわれたチュートリアルでは 個別対応なども行なわれ ためになったという意見が多かった。

5.今後の課題

今後ともこのような分野は積極的な展開が見られると予想されることから，このような主題を趣旨にした学術集会を積

極的に開催していきたい。なお，その諜，上記の反省点に掲げた問題点を新しい技術を用いた運用方法で解決していきた

いと考えている O
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第11回日本コンビュータサイエンス学会春期学術集会を終えて
石井留雄(第11回日本コンピュータサイエンス学会春期学構集会会頭)

1999年4月18臼に本学会の誕生の地である東京・秋葉原の東京都立食品技術分析センターにて，第11回日本コンピュー

タサイエンス学会春期学術集会を「オンラインソフトウェアの近未来jとして開催しました。

オンラインソフトウェアと称するフリーウェア・シェアウェアが，果たした数々の先進的な試みは，ネットワークの土

壌により洗練されて進化してきました。ソフトウェアを共有することにより，コミュニティーを形成したオンラインソフ

トウェアの世界は，独自の文化とネットワーク・コミュニケーションを構築しています。この独自形成したコミュニ

ティーに措ける活動と最近の潮流であるオープンソースの動向は，ネットワーク社会の意識構造を変革させるエネルギ

として存荘します。

学術集会のテーマとして「オンラインソフトウェアの近未来jとした意図は，このコミュニティーに注毘することであ

り，また世紀末から次の千年紀へと速なる遠い呼び声の彼方にあるコミュニティーへと受け継がれることでしょう。

最後に，副会頭，運営委員の方々，万全の事務局体制を支えてくださいましたスタップの皆さま，協賛・協力を安心、た

各社の皆さまにこの場を借りて，厚く御ネしを申し上げます。

1999年度森河賞と森河賞記念講演について
竹腰正隆(森河賞選考進行役，東海大学鹿学部分子生命科学2) 

QGA00050@nifty.ne.jp， mtakekos@is.icc.u-tokai.ac.j 

第S回森河賞が，パソコン通信ネットワークの NIFTYSERVE(現@nifty)上に開設されてる FBIO(バイオフォーラム)

の有志の方々によって決定されました。受賞作は， LLJ7お大学の崎山博史さんによるタイムコース解析プログラムの「きねJ

です。このソフトはMacintosh上で動き，酵素反応、のj副支論解析を行なうものです。現時点では25種類の反応型について

各種パラメータの最適化や自動フイッティングを行なってくれます。本ソフトは|崎山さんの研究の過程で，酵素反応のタ

イムコースを描画，解析そしてシミュレートしたいという望みから生み出されたものです。研究者の願いがそのままソフ

トになったといえます。

本ソフトは崎山さんの研究室のホームページhttp://133.24.24.17rsaki!からダウンロードできます。

なお，森j可賞については本誌1996年第3号第l巻98ページ， 1997年第4号第 1巻84ページをご覧ください。

今年の4月18日に東京で開かれた第11回臼本コンピュータサイエンス学会春期学術集会で，森i可賞記念講演が行なわれ

ました。歴代の森河賞受賞者4人が日本各地より駆けつけていただき，自身のソフトにかける'陪熱等をお話ししていただ

きました。参加されたのは第 l国から 4回までの受賞者である讃11皮美智義さん，三本直正さん，石坂智さん，間J11貴博さ

んです。印象的だ、ったのは，みなさんが自分の貴重な時隠を削ってプログラム作りにかける無償の努力でした。また普

段，孤強な作業に励む作者の方々が意見を交換することによって大きな刺激になったようで，市会者としては賎しく感じ

ました。森河賞を続けてきたことが少しは作者の方に励みになったようで，逆に夜、が励まされました。今回の記念講演を

組織された石井習雄さんと，参加された森河笠受賞者の方々に心より惑議j¥'、たしま
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インターネットによる遠隔教青-WHOのSupercourse紹介ー
臼圏実，高村昇，玉城英彦

(世界保健機関(WHO)， CH幽1221，Geneva 27， Switzerland) 

WHOではインターネットの特性を生かして，国際保健分lJlj'に関する遠隔教育を毘的としたrSupercourse環境保健J
(http://www.who.int/peh但super/)というホームページをピッツパ…グ大学のグループと共同で作成し， 1997年9月以来公開

講鹿を実施している。 90年代半ば以降，いろいろな教育分野においてインターネットをベースとした遠隔教育の実験報告

がなされるようになり，関手i去を用いた教育は今後の発展性が期持されている O 実際，最近では多くの教育機関がイン

ターネットで講義を提供しているのみならず，学{立を提供する大学も増えてきている。私たちのSupercourseは佐界約50カ

国から400人以上の国際探建，公衆衛生，テレコミュニケ…ション専門家の協力を得て維持運営されており，この分野に

おける逮縞教育およびトレーニングプログラムとしては現在役界最大規模のものである O この専門家のほかに5，000人以

上の一般会員がSupercourseに登録しており定期的に情報交換を行なっている。 Supercourseはとくに途上自における総

識・地域の保健指導者，政府・民簡の教員や専門家を対象として，震11奈保憧の卒後教育あるいは生涯教育をその目標に搭

げている。教育や知識の普及が人材育成につながり，貧困や疾病など途上留の抱える問題に少なからず貢献できると考え

ているからである O また現在国際社会で頻繁に取り上げられている女性のエンパワメントやジェンダ一平等といった人

権問題の解決も教育や知識の普及と深く関係している。たとえば，先月号の AmericanJournal of Public Health 1999，89 

( 10)‘句1591では人種人権問題に器速するウエブサイトの特集を組み，この中で Supe1'courseの患者人権に関する講座を紹

介している。従来まで私たちが情報を入手してきた紙による活字メディアでは，一般に上から下へ読み進み，次のページ

へ進むという線形的構造をとっている O これに対してハイパーテキスト形式は非線形的構造をとっている。ハイパーテキ

スト形式では読者はリンクをたどることによって連想的なナピゲーションが可能で，作成者側はそのために複数の経路

を用意することができるO しかし読者側の選択自由度の高さと情報空湖の複雑さゆえにハイパーテキスト空路内で自分の

佐壁を失うことがよくある O つまりどこに進めばいいかわからない。 何の目的でそのページを表示したのかわからない，

などの症状である。これらを1船出するために Supercourseのハイパーテキストコミックブックでは一定の進行方向を提供

し，ランドマークの設設や履肢表示も行なっている。認知心理学の研究では人間の学習効果は文字のよるよりも画像によ

る方がはるかに俊れていることが指織されているため， Supe1'courseではそのフォーマットとして蘭像をふんだんに取り

いれている O 講義のテキストおよびスライドで重要と患われるキ…ワードにはハイパーリンクを設定し，リンク先でより

多くの情報入手ができるようにしている。また E-mail機能を使って質問を受け付けるようにしている O 詳縮については

Sup巴rcourseのホームページを参照していただきたい。開設より二年経過ごし，利用者が多出家にわたるようになり，会

員からはアクセスをより迅速にするためのミラーサーバーを各国に設置する要望が高まっている。現在，中国，キュー

パ，アルゼンチン，ブラジル，タイなどでその議備を行なっている。さらに各国各地域に Supercourseの支屈を設置し会

役界的なバーチャル公衆衛生大学に進展させる構想、もある。“OneWorld， One Village: A Learning Oppo1'tunity fo1' All"を

掲げたわれわれの目標が実現されるのも遠くない将来であろう。

(ハイパーテキストコミックブックの形式については， http://medicine.nature.com/w巴b_speci乱ls/comics/に詳しい)
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学会合員の皆様へのアンケート (1999年9F.15日実施)とその報告
鹿島彰彦(編集副委員長)

e-maiIアドレスを受録されている会員の方々だけではありますが，アンケートをとりました。アンケートに答えてくだ

さった会員の皆様に感謝致します。

今関送付したメールが，アンノウンエラーとして10%以上返ってきました。このことから，学会に受録されたメールア

ドレスから変更があっても ~JIEをされていない会員が数多くおられることがわかりました。学会からのお知らせを受け取

ることのできるメールアドレスの登録を是非お願い致します。現在，登鐸・変更のための簡便なシステムを構築中です。

最近の3閣の学術集会(第9回:1998年 4 月 25 臼 ~26臼，茨城大学工学部;第 10回: 1998年9月13EI，パシフイコ横浜;

第11屈:1999年4月18日，東京都立食品技術センター(秋葉原))への参加/不参加とその理由，および 1999年9月5日

の時点で12月12日の第12回学術集会について知っていたかの質問;

参加された会員は，参加した学術集会については満足されている様子が窺えました。しかし 3自とも参加していない

か，または参加しでも l固だけの問答がほとんどで，不参加理由は，“学会開催を知らなかった"と“興味はあったが，日

程が合わなかった"が大部分でした。このことから，告知不足や告知が遅いことなどが参加者不足の原陸ではないかと推

察されました。また，第12臨に関して，“知らなかった"が40%弱を占め，告知不足を示しています。

学会のウエブサイトにアクセスした時の感想;

“もっとアクティブに，会員同士の意見交換の場を設けることができないか"との意見がありました。また，“ウエブサ

イトの構造がわかりにくい"との批判や，“検索機能を付けることはできないか"との提案を裁きました。他に，学会誌が

学会ウエブサイトに htmI化し白山にアクセス可能な状態にあることをご存じない会員がおられることもわかりました。

今後，皆様のご意見を反映して素早い情報の伝達と，よりよいウエブサイトの構築を日指します。

[学術集会や学会誌への企廼案]

“以前のようにパソコンセミナーなどを同時開催すべきではないか"との意見や，自作ソフトの活用事例，医療情報の電

子化環境などに関する報告が欲しいとの提案を裁きました。

[由答者の構成]

男性100%;年齢構成では30~39才と 40~49才が半々;職業は，大学教職員，民間会社会社員，産自前/歯科医師がそれぞ、

れ1/3ずつでした。主として使用している OSは何かとの質問では，ほほWindowsとMacOSに二分され， MacOSが少し

優勢。あと， WindowsNTおよびUNIXが少数。今回のアンケートに回答された方の中には， PC-UNIXやWindowsCE

の方は居なかったようです。

以上，アンケートの結果を報告させて戴きましたが，今後とも，学会に対して何かお気づきの点がございましたら，ど

しどし， info@jacs.org宛ご意見をお願いします。
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宮本コンビュータサイエンス学会分科会 SOHO医療研究会準備会設立題意書
発起人 高瀬義昌(日本コンビュータサイエンス学会)

時代の流れは法的にも紙媒体から電子媒体に移ろうとしていますc しかしながら， カルテなどを代表とする

メディアは，現在，まだまだ熟成されているといえません。さらに，情報公海や機密保持のためには，より高い次元での

理念，論理，倫理を要求されているといえます。

日本コンピュータサイエンス学会では，コンピュータにおけるハードウェアとソフトウェアおよび，それらを現り巻く

間近の情報に先駆的な使命とり…ダーシップを来たしてきました。 21世紀という SOHOの時代を迎えるにあたり，学会

の中に電子媒体への移行のための忠考と熟成の湯を提供するのは必然ではないかと忠われました。

そこで，わたしは， 1999年9月12E1に試験的にその場を筑波にで持ちたいと考えました。この場で議論されることは，

霞療，介護，福祉の現場のみならず，長い践で克れば研究室レベルにも大変有用となるでしょう〉さらに，年数聞にわけ

て，このような議論の場を持ちたいとも考えております。

関係者各位のご協力ご助言を切にお願い致しま

昌本コンゼニエータサイエンス学会特別勉強会のご案内

酷暑の候，皆様におかれましてはますますご健勝のこととお喜びEIIし上げます。今殺，下のような特別勉強会を開催い

たしますので是非ご出席ください。

[1ヨ的}

医療にも SOHo1ヒの波が押し寄せ始めている。しかし， SOHO化における問題点を使用者・供給者が一堂に会し

議する場ーがこれまで存在しなかった。そこで，こうした持組を検討する場として本勉強会の開能を企謝した。さらに，本

勉強会は211正紀の医療デジタル時代を生き抜くための政!念・倫理を追求するi長としても機能するものと考えている O

{対象者}

・診療所を開業されている先生方

. :;お診連携を推進されている病院勤務の先生方

.将来開業を予定されている先生方

-在宅医療，介護に興味のある医療・介護従事者の方々

{主 催Jr日本コンピュータサイエンス学会分科会SOHO医療研究会J準備会
[代表者}高瀬義昌(日本コンピュ…タサイエンス学会常任理事)

ド事務局}折茂 淳(株式会社サンリツ学術・品質保証部)

{日時}平成11年 9月12El (日)午設l時-5時

{場所]つくば間際会議場(エポカルつくば)

http://www.epochal.or.jp/access/access2.html 

〒305悶0032 茨城県つくば市竹国 2-20-3 

電話0298句61-0001(代表) FAX 0298-61-1209 

URL http://www.epochal.or.jp 

e-mail office@epochal.or.jp 

[プログラム}

1.開会挨拶 13:00-13: 10 

2. I小規模診療所・医局で役立つパソコン活用術J13:10-凶:10
成島勝彦(東京豆大霞ヶ浦病院内科)
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3. プロダクツレビュー(各社10分程度) 14:15~14:45 

4. f当院における統合医療情報システム開発の現状と今後の方向性J 14:50~ 15:40 

亀田省吾(臨療法人鉄蕉会亀田クリニック)

5. f電子カルテ導入奮戦記J 15:50~ 16:50 

柳一夫，牧野浩(新東京病院)

コメンテーター:村岡謙二，吉田 治

6. 閉会挨拶 16:50~ 17:00 

[参加費]無料

WSOHO (Small OfficelHome Office)医療研究会準備会Jにょうこそ O

世の中の動きと連動するように，医学界，医療界にも

一大変化がおきています。コンピュータを巧みに利用す

る医療関係者，研究者も日に日にふえているといっても

過言ではありません。そして これらの事象について日

本コンピュータサイエンス学会は先駆的な仕事をになっ

てきたという自負があります。

さて，匿療の現場におけるもっとも大きな変化の話

は，紙カルテに変わって，電子カルテによっての保管が

可能だと厚生省に認められたということです。カルテの

収納保管のために 1~ 3坪のスペースを必要としてきた

中小の病院，診療所においても省スペース，人件費の剖

減が見込める可能性がでてきたともいえるでしょう O

その一方でインフラ分野に遅れがみられることも確か

です。そのため，電子カルテの利便性，価格設定という

菌ではまだまだ見えないことだらけです。その大きな理

由は作成側と現場を熟知している利用者側が一緒になっ

てっくり出す環境がないこと，および時聞をかけて醸成

する場がないことだといえるのではないでしょうか。こ

の『意識.l， r感覚』は[隣同士のサンコゃとサンゴの問では，
ほとんどいききのない死にかけたサンゴ礁]のように空洞

化，たこっぼ化した大学の研究室，大病院の中でもっと

も欠けており，今後，これらの環境においてもっとも必

要とされていくものだとも思います。

これらのf意識.l， r感覚jはfSOHO意識JfSOHO感覚J
ともいいかえることができるでしょう。つまり，あくま

でlつ lつの現場に徹底的にこだ、わって，そこでの省力

化，効率化に尽力するという意識だ、ともいえます。医療

の現場でいえば，そこでえた利益を愛情をもって患者と

その家族，スタッフに還元していくことが次の段階にお

いて重要になっていくということになります。

コンピュータサイエンス，コンピュータ産業は呂まぐ

るしく変化する一方で， B本の医学，監療のデータベー
ス，情報開示等のインフラづくり，あるいはそうした環

境に対する理解の遅れはむしろ対照的だといえるでしょ

高瀬義昌(日本コンピュータサイエンス学会常任理事)

う。背中あわせともいえる部分を統合していく過程づく

りのためにSOHO(Small Office!Home Office)医療研究会

を企画いたしました。なるべく多くの現場重視のドク

ター，医療関係者，医療事務関係者あるいは健全な霞療

経営をめざす皆さんに参加していただきやすい形にし，

電子カルテをはじめとする一連のシステムが時代の涜れ

に即応していくことに役立つような萌究会になることを

願っています。また，同時に電子カルテのもつ論理，倫

理などの社会的問題にも危機意識をもって望みたいと思

います。

すぐに，泊ぎれの歯車のように擦り切れてしまうよう

な日本の科学，医療の現場に油を注ぐのはこのような草

の根の会だと確信していますが，まだまだ不十分で、あ

り，努力が必要です。皆様のご理解とご協力をお願いい

たします。

さて，当日の報告をしたいと思います。

(1)相補的意思決定を重視していく。

(2 )プロセスを踏んで問題解決していく。

(3 )だれが資金を負担し，だれがその読をとるのかに狩

目していく。

(4 )匿学，毘療の情報の不完全性，不均等性(平等とい

うことはありえない)を認める。

この4点をこれらのシステムを見る時の原則として会

にのぞ、みました。

成島先生には非常にプラクテイカルな陸局運営に役立

つハードウェア，ソフトウェアについて字文えていただき

ました。 屯泊先生には佼界に冠たる趨先進的な電子カル

テシステムについて教えていただきましt::.o 会場を圧倒

する理念とペーパーレスシステムへのそチベーションは

素n青らしいものでしたo

f今までのシステムは遊関地のゴーカートのようなもの
でしたが，これは初めて外で走れるものだ。 jとのことで

した。

アガペは iMACを安定的に使うため，非常に美しい酒
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罰で，院内の 1~2 台程度の組み合わせで

よいようでで、した。マウスでレセプトまでもっていけるの

は効率的だと思われました。

グローパル・コミュニケーションはウインドウズのパ

ソコンを使うものでした。ネットワークでメインテナン

スできるのは使利そうでした。一番人気があるドクター

ズグッドウイルネットワークを組むと極端にコンピュー

タの速度がおそくなったり，解説どおりの飽段ではとて

もおさまらず，倍額の催段がつけられているようでし

た。ただし一方であまりに数の多い診療所などでは，マ

ウスで入力していくのは限界がありそうでした。その点

サンヨーは自慢のレセプトシステムにペン入力の画面で

それなりの使科さがあるようでした。

さて，少し科学論に立ち返って考えてみたいと患いま

す。

科学，涯療，文化の啓蒙という意味で大きく社会に

献し， B本の科学文化，毘療文化が世界のひのき舞台で

活躍できるような素地，およびその下地になるような品

震設亀田雀吾先生のご講演を聞いて

高瀬義昌(水海道西部病院小見科)

12日の自玉ともいえる亀田クリニック時長の亀a省吾
先生のf院内ペーパーレス{とへの現り組みjを陪いて，会場
会体が興奮の渦につつまれました。

その理由は後述するとして，社会全体が大きく変化す

る中，亀田グループのその先進的な，かっ真雪きな取り組

みが感動を呼んだといえます。亀田先生にお許しをえ

て，当日のスライドをお借りし，本誌に掲載させていた

だき，また，たどたどしいかも知れませんが，解説させ

ていただきたいと思います。

はじめに理念宅哲学ありき

私達にとっては簡単にペーパーレスという言葉を受け

取りがちですが，まず第 1に何を理念として，何を目的

として，電子カルテ，レセプトコンピュータを導入する

のかということが重要です。

実は，この下地は私の感じるところでは約25年前に遡

ります。中学，高校が亀田省苦，信介ご兄弟と一緒だ、っ

た私はよくご兄弟の恵比寿にあった下宿にも転がり込ん

で学生生活を満喫していました。実家ともいえる亀田総

合病読の最上階のお宅にも何回かお邪魔したというわけ

です。お互いにビールを酌み交しながら，医学生伺士で

あった私達は日本の珪療の未来について，語り合ったり

もしたわけです。もちろん，実際の霞業にたずさわって

性，品捺ができたといっても過雷ではありません。この

素地が，日本のコンピュータ産業が日本の産業全体の大

きな支えになるといっても異論のないところではないで

しょうか。 21世紀は当然，コンピュータ産業を取り巻く

ノ¥ードウェア，ソフトウェア，そしてヒューマンウェ

ア，戦略が現在の自動車産業と肩をならベ，あるいは

とってかわるような産業になっていくと考えられます。

そうした意味でこの勉強会には，なごやかな中にも真撃

な態度で望みたいと思っていました。

このよで参加した皆さまに有益なi吉報が，そして
(Small Office/Home Office) SOHOという経済，文化の

第3の波にのるための下準備が約5年間でできれば，か

つ，学術や学問の点で文化づくりができれば大変有意義

な会になるのではと思っています。デジタルとアナログ

の共存，共生という時代の幕開けを飾るにふさわしい形

になると思います。

たしま-90

のみなさんよろしくお願いい

いる亀田兄弟からは教わることばかりでしたが，そのこ

ろからお年という月臼で何が変わったかといわれれば，

理念という意味ではむしろ何も変わっていないというの

が私の結論です。別のいい方をすれば， 25年前に電子カ

ルテシステム構築に必要な確国とした哲学，理念はすで

にあったということです。もっというと， 13代目， 400年ー

の授史がなせるわざともいえるでしょう G

亀田の医学，毘療の理念は

( 1 ) Personalizing 飽加性の尊重

( 2 ) Humanizing 人間性の尊重

( 3 ) Demystifying 知る権利の尊重

ということであり，この流れにのって，質の向上，患者

様に対するサービスの向上を，さらには毘療の一番重要

な百的ともいえる，地域への震献を目指す為に

1)大きな枠組みとしてのマスタ…プラン，

2 )日常の枠緩みとして患者の立場にたった診療情報の

収集と統合

3)1値常的質の向上」の思想、と実践の啓蒙を目的とする

教育的活動

が当然，理念の次にでてくる課題となるわけです。

トータルマネージメン卜のツールとしての電子カルテ

という思想の登場

この開，亀田俊忠理事長からはじまって，亀田 4兄弟

はアメリカの罷療の現場に幾涯となく足を運び，皮膚で

感じとった医学，産療のいく末を多角的にとらえ， 1総体
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として，現場の医療の本質は情報である。」としたところ

で電子カルテという話がでてくるわけです。

ですから，単なるペーパーレスではなく，医療文化を

推進するためのツールとしての「電子カルテjということが

はじめにあり，省力化が本来の目的ではないともいえま

す。また，多くの大規模病院がそうであるように折角，

何億というお金をかけて， カルテを導入しでも，パ

ソコンというもの，デジタル情報についての感覚が世代

や個人個人によってかなり異なるために，結局，全く使

わずじまいで税金や資金のたれながしのようなこともお

こっているわけです。これらの施設と，亀岡グループの

アプローチとどこが違うのでしょうか。

亀田グループの場合は電子カルテ稼動における情報入

力のための

1)ハードウェア

2 )ソフトウェア

3 )ヒューマンウェア

4 )戦略

が練られ，周到な準備がされていたため，当然，多くの

入力，資金が2)~ 3)の部分にも投入されたことと忠われ

ます。したがって 5年の準備期間をへて，

ノf…レスといえる段i滑にきたということです。

このことは，医療界ではE延期的なできごとといえ， 21 

世紀における亀岡グループの質の向上，患者様へのサー

ピスの向上，グループワークとしてのチーム医療の推進

のための大きな布石となるものです。かのアメリカにお

いても完全ペーパーレスという病院はなく，おおくても

60%程度というところだとのことです。 日士界初ともいえ

ることで，ソニー，ホンダに勝るとも劣らないできごと

だともいえましょう。これからアメリカ医療界に向けて

発表するとのことでした。

間じことのくり返しになりますが， I心の導線Jをしっか
りつかんだ上で情報化，電子化の道を歩まなければなら

ないということは，匿療においてはもっとも重要視され

なければならないのにしばしば見のがされがちだという

ことも一方であるということにもなるでしょう。 fこころ

の情報学J西垣通著 ちくま新書:にもこれらの点について
わかりやすく書かれていますので一読をおすすめしま

f色111グループにおいてはこのことを踏まえた上で，

ノーブルなリーダ…シップを発揮し，ここまで車衆り上げ

てきました。マスタープランの一況であるということと

今あげた点が他の施設と決定的に違うといえるでしょ

うc 具体的に;土クリニカル・ナピゲーション・システム

を基本的な考えとして，外来から入院そして退院への流

れを整理し，患者への情報を開示し，そして， r叩!寺に
チーム医療づくりに役立つツールとしてのクリニカル・

ケア・マップなどを開発し利用する。情報化への道程に

むかつて，正しく，そしてクリエイテイブなアプローチ
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をたたみかけるように，そしてため息をつかせるほどに

すべてについて考え抜かれた上で一歩一歩前進している

という印象でした。それがまたさきたり前のようにとらえ

られている日常の一環を垣間見せる発表だったといえる

でしょう O

院内 LANを含めた院内に対するアプロ…チだけでな

く，地域に対して，検査の予約システム，テレビ電話を

使つての農腐科のスーパ…パイズなど現在考えられる患

者様，開業のドクターへの支援についてあらゆることが

実施されているといっても通言ではないようです。今後

の課題としてコストの問題をクリアーし，近隣をはじめ

とするより多くの病霞院において利用される道をさぐっ

ていくことになると思います。

詳細については以下の解説と論文をご参照し苫ただけれ

ばと思います。

「今までは遊園地のゴーカ…トだ、ったのがようやく外に

重量鷺子カルテのアンケート結果

9月12日の SOHO医療研究会準備会では電子カルテを

提供している各社からシステムの紹介を裁きました。し

かし，実際に使服するにあたって心配な聞もあったた

め，確認のためアンケートをお願いしました O その中

で，しっかり回答を戴いた2社を紹介します(一部編集し

ましたい

園(株)アガベ

1 .科穫性(設定時/維持時)

(1)設定時

・簡単設定インターフェイス O 最初にすべてを設定し

ておかなくても簡単に追加設定可。

-傷病名，薬剤，検査項目などで分類項目を設定，分

類可。

・ワ…プロや表計算ソフトを使って作成したテキスト

データを読み込んで設定可。

. 1也の霞療ソフトからのリプレースの際，患者データ

取り入れユーテイリテイあり。

(2 )維持時

・診療データを何ヵ月残すかなどの管理は，利用者の

必要度などで判断可。

・データーベースのフラグメンテーションを解決する

ツールあり。

・ノfージョンアップ:プログラム音日とデ?ータ音[¥は5日ファ

イjレなので楽。従来のデータを引き続き使用できる。

2.入力の竿さ

・各種の入力はマウスで選択可能なので初心者でも OK.

走り出せるようになりましたJ。という亀田先生の最後の
挨拶が大変印象に残りましたc

-月刊新罷療 1999年4月号NO.292

デジタルネットワーク最前線

「第2世代電子カルテシステム全面稼動へJ
-病院設備 228 Vol. 41. No. 2. 1999-3 

電子カルテシステム導入の現状と今後の課題

. 1998年度 第12臨地域産療情報ネットワークシステ

ム研究会 COMINES 

当院の電子カルテの現状と地域医療連携への活用

この貴重な講演と資料を提供してくださいました朋友

の亀田省吾先生に心より深謝いたします。また。この電

カルテシステムのますますの充実と亀田グループのご

発展をおいのりいたします。

-検査項目や薬剤名など多数ある項目は，王手見表や分

類の設定が可能。

・マウスによる迅速な選択のため，ボタンやポップ

アップメニューの配置を，操作性を損なわず最短のマウ

ス移動で操作できるように設計されている O

3. LANにした時の遅くなり方

-独自の技法により分散環境を実現しているため，他

の端末からのデータが必要な処理以外は，単体での動作

の場合と開等の速度で操作可。{むの端米からのデータが

必要な処理の場合は，そのデータの転送時間が加味され

るO

4.実際かかる経費

・ソフトウェアのみの経費は， [芸事会計システム(レセカ

ルク)の場合，上手体で92万円から，分散型で133万円から。

-電子カルテ+医事会計システム(MindMacintosh)の場

合，単体で144万円から，分散型で184万円から O

・ハードウェア込みの場合は，それらに必要なハード

ウェアの経費が必要。

5.介護保険への対誌の準備

-対応、予定。準備中。

6.モパイルでっかえる可能性

. ARA (Apple Remote Access)を利用すればOK.

7.ランニングコスト(たとえば陸師一人の診療所で診察

と事務で二台使用する場合)

• 1成{酎賞却費，光熱費，消耗品代，当社とのサボ…ト

契約費用(8，000P1/月)を加えたものO もし，システムの

導入(ハードウェアを含め)をリースで行なった場合は，減

価損却費のかわりにそのリース料が加算される。
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璽MDLメデイカルソリューション

1 . 寺山野I~主

設定時:専任スタッフによるセットアップ。ネット

ワーク等の講習あり O 再セットアップ時の説明もマニュ

アルとともに実施。ユーザー自身でのセットアップも可

能であるが，稼働してからのトラブル屈避のため有償

セットアップを推奨。

維持時:必要時には電話， FAX， e-mailによるサポー

ト。

2.入力の早さ

一概にはいえない(入力者の能力に依存)。カルテに自由

に入力するにはキーボード入力を推奨する。液品タブ

レットなどいろいろな入力デバイスがあり，選択可能。

3. LANにしたときの濃くなり方

サーバーに依存。データ量にもよる o 30，000枚のカルテ

(画像データはなし)でもサーパの選択をすれば問題なし。

スタンドアローンと LANで向じデータを取り扱った場合

の速度低下は業務上問題とならない程度。

4.実襟にかかる経費

初期導入時:ソフトウェアおよびセットアップ，導入

研修まで含めて200万円弱(lサーバー&2クライアン

ト)0 他に Macintoshのハードウェア代。

5.介護保険への対応の準備

対a、の予定なし
6.モパイルで使える可能性

PowerBookや iBookでスタンドアローンj援をイ史用し，

院内のLANとデータを共有すれば!可能。持ち帰ったデー

タを LANの方にある方法で転記すれば同時舘活も可能。

7.ランニングコスト

1年間の基本サポート費用は￥150，0000 ソフトウェア

のアップデート(年間4屈)および診療報掛改定費用を含

む。ハードウェアの進歩を考躍し 3年償却を推奨む 311二

でサーパ (Power MacG 4)とクライアント 2台

(iMaCIntosh)および一部の間辺機器を入れ替えるとする

と，年間約30万円やMacintoshOSのアップグレード代。

第12回日本コンビュータサイエンス学会学術集会開催のご案内

ょうこそ聖 SOHOと科学の世界ヘ!!

開{窪にあたって

ビジネスの世界ではすでに定着したかに見える「ワークスタイルとしての SOHOJ。産官学をあげて， SOHO支援のプ

ロジェクトが立ち上げられておりますが，それ自体は，成功しているとはいえない状況のようです。その大きな理由は

WSOHOのための SOHOjのような考えに撞藩してしまい，せっかくの罷報投資がどのような経費的，時間的メリットを

もつのかという本質的な議論がなされていなかったためだと言われています。これは，ビジネスとサイエンス，

が直結しているアメリカの状況とはあまりにも異なっていると思われます。

一方，研究室や医療の現場などはもともと機構的に SOHOに近いともいえるものです。しかし，日本の科学分野での

コンピュータ利用の場においては，まだrSOHOは時代変革の波であるjとして意識されているとはいえないよう

ところが，あらためて SOHOの動きに着目すると，現場と科学との淘で介在していたさまざまなよどみが解消され，

実により即した科学jへの進化の契機になるような気配がしてきます。それはちょうど個々の河lIt識が一度パラパラに分離

し，再構築され，自己組織化していく様に似ているようでもあります。

現在，科学と社会(リアル，バーチヤルを含め)という規点にたつと危接的ともいえる状況かもしれません。 しかし，

危機的な状態こそが実は次の時代の幕開けへの序章だともいえます。

さあ，実験室から社会へ!!ょうこそ SOHOと科学の世界へ!!

多数のご参加をお待ち申し上げております。

平成11年11月

敬

日本コンピュータサイエンス

理事長 法橋尚宏

第12国秋期学術集会会頭高瀬義昌
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盟会期平成11年(1999年)12月12臼(日)

副参加費 (当日のみ) 会員:1，000河，一般:2，000円

鵬テーマ SOHOと科学 21 佐紀に肉けて

障会場 東京都中央区銀窓2-8 -12 チャンドラーボ…スピル(銀河高原ビール)

H皆ホール銀JA伊東屋(文具匝)と松康否貨鹿の|笥をはいって左3つ自のピル

銀座マロニエとおり沿い有楽町駅から徒歩約12分

http://www.mapion.co.jp/cgi/m?no= 1 091994000 196300022 

お!j[の場合:J吾j立は駐禁重点地区なので京橋寄りの首都高地下駐車場にどうぞ、

盟主催 日本コンピュータサイエンス学会

際共催 第 l回SOHOs三療研究会

[プログラム概要]

国午前の部

9 :20~ 9 :50 学会総会(学会員限定)

9:55~ 1O:1O 理事長挨拶(理事長 法橋尚宏 http://www.hohashi訓宮/)

会頭挨拶(会顕高潮義昌)

基調講演

1O:15~ 1l :15 

康長石井留雄(レスベケミカル(株 http://members.aol.com/toishii/)

1. [21世紀の科学におけるデータベースの考え方一研究室と現場をいかにつなぐか?] 

-水島 洋(国立がんセンター研究所がん情報研究部 http://www.ncc.go.jp)

11 :20-12:20 

座長:鈴木康生(牛久愛和総合;病院)

2. [介護保険から見た情幸Rの役割}

-三浦公嗣(淳生省介護保険制度実施推進本部事務局)

12:25~ 13:35 昼休憩

73 

(12:25 ~ 12:55に在宅福祉支援プログラムのデモンストレーションを行ないますので興味のある方はご覧ください)。

翻午後の部

一殻演題

鹿長:J麦島彰彦(臼本コンビュータサイエンス学会総務担当理事)

13:40~ 13:55 

1.[オンラインサーピスを利用した妊産婦交流の場?ぶれままクラブjの運営を通して}

・JI!康志津(ぷれままクラブ・にんしん生活研究所専属助産婦)

http://premama.cup.com 

同:OO~14:15 

2. [底療現場における telwebシステムの利閣について]

-村山恭平(尚美学園短期大学人間科学総合研究センター劫教授)

シンポジウム

14:20~ 14:50 

1. [i毎に飛び出せ!!モーパイルドクター奮戦記}

-泰J11恵吾(宮古島・伊志嶺医院院長)

http://www.cosmos.ne必(gon/
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14:55~ 15:25 

2. [地域中小病院におけるネットワークと今後の諜題…医療情報電子化の変遷と未来}

-梅田耕明(医療法入社団和乃会小倉病院続長)

http://www.ogurah.or.jp 

15:30~ 16:00 

3. [プロフェッショナルドクターをイ吏って}

-加藤武男(かとう皮フ科形成外科院長読長)

休憩 16:05~16:25 

16:30~ 17:00 

4. [SOHO医療の現場としての在宅臨療}

-中村哲生(大塚クリニツク事務長)

http://www3.tky.3web.ne.jp(zaitaku 

17:05~ 17・35

5. [テレビ電話によるカンファレンス宮町言サービスについて]

-児玉充(NTT東日本)

17:40~ 18:00 

6. [まとめ]

司会:吉田治，高瀬義昌

懇親会

18:30~20:00 

チャンドラーボースピル地下 l階レストラン会費:3，000円

[参加要綱]

闘参加費 (当日のみ) 会員:1，000円，一般:2，000円

*学術集会当日は，学会入会の手続きはできませんので，入会御希望の方は，事前に学会事務局(財)日本学会事務セ

ンター (TEL.03-5814-5810， FAX.03δ814-5825)までお申し込みください(年会費 一般7，500円，学生5，000円)。

固申込み方法

-当日，学会受付にて会費をお支払いください。

-懇親会参加費は，当日受付にてお支払いください。

圏学術集会事務局

{実行委員]贋島彰彦(副会頭)，鈴木康生(運営委員)，石井留雄(運営委員)，折茂 淳(事務局長)

。第12回日本コンピュータサイエンス学会秋期学術集会事務局:

千276-0022 千葉県八千代市上高野1353…25

株式会社サンリツ 学術品質保証部折茂

FAX: 047-487-2861 TEL: 04れ487-2882 e-mail: meeting@jacs.org 

*なおご不明な点がございましたら，なるべく電子メールにて学術集会事務局宛(meeting@jacs.org)にメールお願い

いたします。

**プログラムの最新情報については，下記Wぬサイトをご参階、ください。

http://www.jacs.org/JACS!Meetings/12th.html 
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p 自本コンビュータサイエンス学会第11自役員会
次回の春期学術集会は米浮理事の元，茨城大学工学部(茨城県a立市)にて開催されるはこびになった。学会活動の活発
化のため，よりいっそう正く呼びかけすることになり，一案として，学生会員の会費を安値iに設定することになった。

議長:法橋尚宏

:高瀬義昌

議事録署名人:石井留雄，鈴木康生

p 日本コンビュータサイエンス学会第12由役員会
(1997年同月18日)

次回の学術集会が伊藤理事の元，パシフィコ横浜にて照催されることになった。役員選挙について告示された。

議長:法橋尚宏

:高瀬義昌

議事録署名人石井留雄，鈴木康生

F E本コンビュータサイエンス学会第13回役員会
(1998年4月26臼)

98・99年慶役員選挙の結果，法橋尚宏理事長他，常任理事:7名，理事8名，監事l名，額間5名が選出された。今回

の選挙で，新しく蹟烏彰彦常f壬理事(総務担当)が選任された。第11思春期学術集会の会頭として石井留雄氏が推薦され，

決定された。学会の活性化のために，電子メールの活用(会員への 広報・告知のため)や，セミナーのアンケート調査な

どについて提案された。柳田顧照より日本コンピュータサイエンス学会分科会「看護情報研究会」の発足が提案され，可決

された。法橋理事長より，将|四賞の命日定が提案され可決された。事rrしい理事として法橋理事長より，八橋氏(産業臨大)が
推薦された。

議長:法橋尚宏

議事録署名人:伊藤雅彦，鵜111義弘

(1998年9月12B) 
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F 日本立ンビュータサイエンス学会第14毘役員会
平成10年度の会計報告および11年度の予算案が提出され承認された(学会誌html化経費予算化)。学会誌の紙媒体から

完全電子化への移行に寵する検討，会費未納者・住所変更未登録者対策，会員名簿作成，会員の電子メールアドレス

録，会員へのアンケート，柳田賞，第12国学術集会等の案件について議論された。新しく，幹事として内山映子，谷口初

美の両氏が推薦され，承認された。絢山理事より「グローパルヘルスネットワ…ク分科会j発足の提案があり承認された。

議長:法橋尚宏

:大泉太郎

議事録署名人:竹腰正隆，陶山昭彦

p 日本コンビュータサイエンス学会学術集会の開催記録
第l罰コンピュータサイエンス研究会

法橋尚宏組織委員長

1994年2月20日(日曜日)

東京都立食品技術センター(東京都千代田毘)

第2回日本コンピュータサイエンス学会学術集会(第 l回総会開時開催)

法橋尚宏会頭

1994年8月28日(日曜日)

フィルム(株)東京本社(東京都港区)

第3回日本コンピュータサイエンス学会学術集会(第2間総会同時間催)

陶山昭彦会頭

1995年 2 月 25 日(土曜日 )~26 日(日曜日)

科学技術館サイエンスホール(東京都千代田区)

第4回日本コンピュータサイエンス学会学術集会(第3自総会同時開催)

柳田洋一郎会頭

1995年9月2日(土曜日)~ 3日(B曜日)

明治記念会館(東京都港区)

第5闇日本コンピュータサイエンス学会春季学術集会(第4罰総会開時開催)

池田俊也会頭

1996年3月24日(日曜日)

悶立がんセンター研究所(東京都中央匿)

第6由日本コンピュータサイエンス学会学術集会(第5回総会同時開催)

高瀬義昌会頭

1996年8月31日(土曜日)~ 9月1日(日曜日)

国際展示場東京ピックサイト(東京都江東医)

(1999年4月17日)
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第7回日本コンピュータサイエンス学会春季学術集会

鵜JII義弘会頭

1997年3月21日(金曜日)

農林水産技術会議事務局筑波事務所農林ホール(茨城県つくば市)

第8由日本コンピュータサイエンス学会学術集会(第6回総会向時開催)

水島 j洋会頭

1997年10丹18B (土曜日)~19 B (日曜日)

思立がんセンター研究所(東京都中央誌)

第9回日本コンピュータサイエンス学会春季学術集会(第7閣総会開時開催)

米j率保雄会頭

1998年4月26日(土壌日)~27 B (日曜日)

茨城大学工学部(茨城県日立市)

第10回日本コンピュータサイエンス学会秋期学術集会(第8詔総会同時間程)

伊藤雅彦会頭

1998年9月13日(日曜日)

パシフィコ横浜・会議センター(神奈JII~雫横浜市1m豆)

第11留日本コンピュータサイエンス学会春季学術集会(第9回総会問時開催)

石井留雄会頭

1999年4月18日(日曜日)

東京都立食品技術センター(東京都千代田区)

第12回日本コンピュータサイエンス学会秋期学術集会(第10回総会開時開催)

高i額義昌会頭

1999年12月12B(臼穣日)

チャンドラーポーズピル4Fホ…JV(東京都中央区)

p 百本コンビュータサイエンス学会役員会の開催記録
第1白役員会

1994年8月28B(日曜日)9 :OO~ 9 :30 

第2回日本コンピュ…タサイエンス学会学術集会会場内事務局にて

第2回役員会

1995年2月25臼(土曜日)18:30~ 19:30 

第3密日本コンピュータサイエンス学会学術集会会場内ホール控室にて

第3回役員会

1995年3月4B (土曜日)14:00~20:00 

慶応義塾大学毘学部中央棟5賠セミナールーム 1にて

77 
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第4回役員会

1995年9月2B (土曜日)18:00~ 19:00 

慶応義塾大学病院新棟11階中会議室にて

第5回役員会

1995年12月15日(金曜日)19:00~24:00 

東京マタニティー・クリニック 5階コンビュータサイエンスホールにて

第6屈役員会

1996年 l月6B (土曜日)19:00~23:30 

東京マタニティー・クリニック 5階コンビュータサイエンスホールにて

第7罰役員会

1996年4月17日(水曜日)19:00~22:00 

東京マタニティー・クリニック 5階コンビュータサイエンスホールにて

第8屈役員会

1996年7月初日(土曜日)18:00~22:00 

遠藤・寓場総合法律事務所2階会議室にて

第9盟役員会

1996年9月1日(日曜日)9 :OO~ 9 :25 

東京ピックサイト会議棟6階会議場604室にて

第10聞役員会

1997年3月21日(金曜日)12:00~ 13:00 

農林水産技術会議事務局筑波事務所2暗第一会議室にて

第11剖役員会

1997年10月18日(土曜日)8 :30~ 9 :25， 12:20~ 13:10 

園立がんセンター研究所2階セミナールームにて

第12回役員会

1998年4月初日(土曜日)18:00~20:00 

茨城大学工学部(茨城県目立市)にて

第13回役員会

1998年9月12日(土曜日)19:00~21:00 

横浜・インターコンチネンタルホテル l階マ 1)ンカフェ付Ij1奈川県横浜市関区)にで

第14聞役員会

1999年4月17日(土曜日)18:00~21:30 

東京マタニティー・クリニック 5階コンピュータサイエンスホールにて

第15回役員会

1999年12月12B(日曜日)8 :OO~ 9 :15 

サンマルクカフェ(東京都中央IR銀座)2階にて
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日本コンピュータサイエンス学会会期

第1意総j'l!J

第1条 本会{ま， I百本コンピュータサイエンス学会Jと称する。
英諸表記は， Japanese Association of Computer Science (略称

JACslとする。

第2条本会の本部を大学，病医院，研究機関内;こ澄く。

第2蜜 包的および事業

第3条本会l立，医学・看護学・歯学・楽学.1史学・理学・工学

に~jきする幅広い分野において，診療や研究活動へコンヒ。ユータ

サイエンス関連技術を活用して得られた成条に隠して，分野の枠

を越えた交流を行なうことをg的とする。また，本会は研究者が

自らの手でコンピュータサエイエンスに泌するグループを形成

し，さまざまな活用事例を交換し，議論をゑねてその成条を公表

していくことにより，自らの研究分野とコンビュータサイエンス

関迷分釘'双方の交流と発震をめざしている。

第4条本会lま，第3条の目的を迷成するために次の事業を行な

つ。
第5条 閣内の学術集会を年1回以上開催し，そのうち l凶は総

会をあわせる。

第6条本会の論文誌として fコンピュータサイエンスjを{f2 
間以上刊行する O 論文誌に関する規定は別に定める。

第 7 条必~に応じて，会員同士あるいは外部との共同研究を行

なうための総織をi置くことができる O

第3窓会長

第8条本会の会員は，次のとおりとするc

1.iE会員

本会の隠的;こ賛同し会の活動に参加する俄人

2.賛助会資

本会の目的に賛同し会の活動に参加する企業

あるいは問イ本

3.協賛会長

本会の行なう卒業を援助する綴人および卒業

所

4.名誉会員および功労会員

本会の運営，卒業について特に功絞のあった

正会員

第9条 本会に入会を希望する者は，入会申込書斗こ会授を添えて

申し込むものとする。

第10条 会長が退会しようとするときは，文蓄をもって事務局に

申し出ることとする O その|禁，f!I約の会授は払い戻ししない。特

別な理由なく会費未納2年を経た場合は，脱会とみなす。

第11条 会員がこの会の名誉を傷つけ，また本会の倒的に反する行

為のあったとき，役員会の議決をへて理事長がこれを除名できるC

第12条会員は次の場合その資格を失う。

1.送会

2.禁治産および準禁治産の3ZE言
3.死亡および失綜ZZ告

4.徐名

5.会授の滞納

第4主主 役員および職員

第13条本会;二次の役員を主主く。資格として，アクテイブなコン

ピュータユーザであることを条{午とする O

1.理事長

2.常任理事

3.潔事

4. E主主J~

5.幹事

1名

務工i二名

5~ 1O名

若ニF~

若子名

第14条理事長は役員会において迎撃のゆから選任し，総会の承

認を受ける。

第15条役員会が，名誉理事および顧問を置くことができる。ま

た，役員会の承認のもと，玉虫事が幹事を任命できる。

第16条 理苦手長は本会を代表し，会務を総括する。常任理事は理

事の中から理事長が委託する。役員会は，理事(理事長，常任理

事を含む)で構成し， !li主事および事務局長は出席し発言すること

ができる。

第17条役員の任期は2年とする O ただし， 1;幻自立妨げないc

第18条本会の事務を処理するために総長をおくことができる。

験員は:1m率長が任免し，有給とする。事務局の代表者を事務局長
と称する。

第5主主 会計

第iヲ条本会の経授は会員よりの会52，事業I1又入，寄付金および
{むの収入をもってこれにあてる。理事長は役員会の議決をへて，

独立の特別会計を設けることができる C

第20条本会の会計変任者は，理事長と経理担当理事が巡祝して

あたる。

第21条 会計つ|犬況について，獄事が年I防jよu二段査を行ない，役
員会および総会で報告する。

第22条会授は年手足 1日それぞ、れ，覧会員7，500内，学生会員

5，000円，主号以j会員30.000円とする。協賛会員の会授については，

その都度理事長が定める O 名誉会員の会授は徴収しないc

第23条本会の会計年度は， 1 Jj 1日に始まり 12月31EIに終わ

る。

第6j霊会議

第24条線事長l立学術集会開催時に定例役員会を召集する。ま

た，潔事長が必要と認めた場合，または役員のlβ以上が要求し

た場合は，臨時役災会を開催する。続時役員会については，通信

ネットワーク上のオンライン会議室での開催も可能とする。

第25条役員会は役員の1/2以上の出席により成立する(委任状

をもって出席に代えることができる10 役員会は総会において議
決すべき事項，および本会の業務に関して理事長が必要と認めた

事項について審議する。役員会の議長は理事長とするc

第26条 総会{土i引法王手l回以上潟f濯し，次の率I震は総会の議決に

よらなければならない。

1.潔事長の承認

2.会射の変更

3.事業報告および収支決算{こi認する事項

4. *業計磁および収支予算に認する事項

5.その他，理事長が必要さと認めた事項

第27条次の事I震は，総会において報告しなければならない。
1.理事長選任結果

2.役員選任結系

3.卒業組織の設立および解数

4.事業組織の構成委員

5.その他，役員会において必要と認めた事項
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第28条役災会の議事は，出席した殺事の過半数をもって決し，

1lJifi rfiJ数のときは議長の決するところによる。

第32条選挙に関する細長1](土別に定める O

第四条 学術集会の主幹を会頭と称し，役員会が会頭を選任す

る。会頭と役員は協力して，学術集会の運営を行なう。

第n言理事および致事の選挙
第30条理事および獄事は選挙によって選任され，選挙は会員に

よる郵便投票とする。ただし，当面は必要に応じて若干名の潔率:

長推薦理事をl置くことができる。

第31条 五会員は{也の正会長2名の:I(m認があれば理事および院事

に立候補できる。立候補EI3訟の様式は事務局でお定める。ただし，

理事および監事に立候補するものは，その職務のために電子メー

ルアドレスを持つことにする O

第8章その他

第33条 本会の運営に関する細則は，別に定める吉見主主による。

第34条 本会員リに主主めのない事項，疑義の生じた条項について

は，その都度役員会にはかり，対処するものとする。

附則

1.本会の本吉1Iを東京マタニティー・クリニック内(守15ト0051

東京都渋谷広千駄ヶ谷1-20-8) ，事務局を(財)日本学会

事務センタ…内(〒113-8622 東京都文京仮本釣込5 16-9) 

に置く。

1998・1999年度目本コンビュータサイエンス学会役員一覧

理事長 法橋肖宏(東京大学医学部)

常任理事 池iまl俊也[国際情報担当日慶藤義塾大学宮学部)

鵜JlI義弘[電子出版担当日宮城教育大学教育学部)

鈴木康生[会計担当日牛久愛和総合病院麻酔科)

高瀬義昌[財務担当日水海道西部病院小児科)

竹腰正隆[学術担当日東海大学医学部)

震島彰彦[総務担当](キッセイ薬品工業株式会社)

7J(高 洋[広報および国際情報担当](国立がんセンター研究所がん'情報研部)

理事 石井留雄{編集担当日レスベケミカル株式会社化学部)

伊藤雅彦(閤際医療福祉大学臨床法学センター)

大泉太郎(国捺罷療福祉大学臨床涯学センター)

加部一彦(社会福祉法人思賜財団母子愛育会愛育病院小児科)

児玉 充(NTT東日本マルチメディアビジネス推進部)

間山昭彦((財)放射線影響研究所長崎研究所)

昌紀(松下電器産業株式会社マルチメディアシステム研究所)

八幡勝也(産業法科大学産業生態科学研究所)

米i幸保雄(茨城大学大学院理工学研究科)

監事 問中秀一一(遠藤・寓場総合法律事務所)

顧問 遠藤庶哉〔コンピュータ著作権担当](遠藤・高場総合法1~!工事務所)

田中新吾〔会計担当](田中新吾税理士事務所)

西尾安裕〔広報担当日ニッポン放送経営企画室プロジェクト開発部)

細川 啓(株式会社アタラシ総合企画部・情報部)

柳田洋一郎[学会本部およびセミナー担当](医療法入社団慶友会東京マタニティー・クリニック)

幹事 内山映子(国立がんセンター研究所がん情報研究部)

谷口初美(イ左賀医科大学医学部)
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日本コンゼュ…タサイエンス学会分科会

非線形複雑矯報処理研究会(代表 米津保雄理事)

看護情報研究会(代表柳田洋一郎顧問)

グローパルヘルスネットワーク研究会(代表 関山昭彦理事)

SOHO毘療研究会(代表高瀬義

81 

(1999年12月l自現在)
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星雲平成12年度宇宙環境利用に関する地上研究公募のご案内

菌襟字富ステーションの宇宙における組立が昨年11月から開始され，本格的な宇宙環境を利用する時代を迎えようとし

ております。宇宙環境では，微小重力や高真空等地上で、は得がたい環境の下で，実験を実施することができます。

わが国は，国際宇宙ステーション計画に独自の実験棟「きほうJをもって参加しており，今後，このような宇宙環境を利用

する機会が飛躍的に増大することになります。

一方，地上での広範な分野の研究を宇宙環境を利用する実験に結びつけ，さらには具体的な字詰実験の提案・実施に至るま

で地上における関連研究の蓄積が必要です。本制度は，このように「きほうjを中心とした宇宙環境を利用する準備段潜として，

幅広い分野の研究者に研究機会を提供し，宇宙環境利用に関連する地上研究を推進することを日的としています。

額公募制度の概要

大学，間立試験研究機関，民間企業などの研究者の方々を対象に縮広く研究テーマを募集します。

@応募資格

応募者の国籍，所属機関の所在地(国内外)は向いませんが，日本語による応募および面接に対応できる語学力を必要

とします。

@公募対象研究分野

微小重力科学，生物科学，バイオメデイカル，宇宙医学，宇宙科学，地球科学，宇宙利用技術開発の7分野

@研究費，研究期間

-フェーズI研究(A) 研究費: 3 千万円以下/年研究期間 1~3 年

・フェーズI研究(B) 研究費:6百万円以下/年研究期間 1~ 3年

・フェーズI研究(B)萌芽的研究矧究費:150万円以下/年研究期間 1年

・フェーズ II 研究研究費 1 千万円程度~1 億円以下/年研究期間: 3年

@選定

財団法人日本学宙フォーラム内に，有識者によって構成される委員会を設置し，応募された研究テーマの選定等を行

ないます。

@研究形態

研究形態としては，委託研究(大学，企業)，共開研究(盟立研究所)，招聴研究の形態をとります0

・実験施設，試験施設の提供

研究の必要に応じて調整の上，落下塔，航空機の微小重力模擬実験施設等の利吊機会を提供いたします0

.スケジュール

-応募受付締め切り:平成12年2月I日(火)消印有効

.研究開始:平成12年7月~

・説明会の開催

本制度の内容，応募にあたっての手続き等についての説明会を以下のように開鑑します0

. TFTホール

12月13日(月)14:00~ 16:00 東京都江東区有明3-1 TFTピル 電話:03-5530-5010 

・東北大学流体科学研究所 2号館 大講義窓

12月17日(金)14:00~ 16:00 宮城県仙台市音楽1:3:片平2-1 -1 電話:0抑制2335ω2786

.倒的大阪科学技術センター

12月20日(月)14 : OO~ 16 : 00 大阪府大阪市西区靭本JI汀1-8 4 屯話:06-6443持5314

.九州大学創立50周年記念講堂

12月21B (火)14 : OO~ 16 : 00 福詞県福陀市東区箱aJ奇6 10-1 電話:090-2335-2786 

注記:上記事項については， 12月以降に詳細な応募要領等を下記ホームページに掲載する予定です0

.問い合わせ先

財団法人日本宇宙フォーラム

公募研究推進部募集担当 電話:03-459-1653， FAX: 03-5470-8426 

URL: http://www.homepag巴.co.jp/jsforum，E-mail: koubo@jsforum.or.jp 
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{日本コンビュータサイエンス学会入会登録警変更登録宅退会手続}

新規入会登録には，この用紙に必要事項を記入し(財)日本学会事務センター宛，郵送またはファックスく

ださい。本年年会費 (2∞o年 1 月 1 日 ~12月 31 臼/学会刊行物含む)は，一般7，5∞円，学生5，0∞円です。入会金は

無料です。

電子メールアドレス，勤務先，現住所などの変更/諒正，退会手続きには，必ず会員番号(OOO-xxx

ームムムム;事務センターからの連絡便の生所楠に記載されています)を銘記の上，本誌を使って(財)呂本学

会事務センター宛，郵送またはファックスください。

度末退会は10月末までにご連絡ください。

の方は，在学証明書を提出してください。年

***会員の皆様!学会からのお知らせを効率的に取得するため，是非，電子メールアドレスをご登

録ください!***

連絡先

〒113-8622 東京都文京区本駒込5… 16-9 (財)日本学会事務センターに郵便またはファックスください。

TEL. 03-5814-5810 FAX. 03-5814-5820 

ーーー総 ーーー総 一一一総一一一一一総……

F 日本コンピュータサイエンス学会登録用紙
ヌ三五泳 主義 1 .新規登録 2.変更登録 3.退会手続 (0をつけてください)

会員番号 1-1 1-1 
フリガナ

氏 名
口一マ字

性 別 男 . 女 生年丹 E 19 年 月 日

勤 名 称

所 属

務
所在地 T 

先 T正L. (内線) FAX. 

自 イ主 所 T 

ニF品じ『

T E L. FAX. 

学会誌送付先 勤務先 . 自宅

電子メール

通 4関
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コンピュータサイエンス
投稿論文募集のご案内

鶴本学会誌fコンビュータサイエン

スJでは，会員の方からの投稿論文
を広く纂集しております。サイエン

ス領域でのコンビュータの手技，ソ

フトウヱアの開発等，学際的な分野

の診療や研究をとおして得られた成

果に関する寄稿を歓迎します。

JJCS 

コンピコーヲヲイ工ンス唖豆

\~ 

S

1

9

 

" 弓ラ

S~r" 山..rn<XI<l f"，川山'0"'0"..1伶
会帥τ抑制加。

IXbo，，" J A
.，c~. R叫 ε町一

" 

撲について .. 

0インタ よる迭問伯のSur.，eOUf<<紹介 .， 
会会誕の管筏へのアJ ケート 19n!f91j511実経?とその綴符 .. 

二コ〆ピュ タナぷエンス?会俳討さち SOHOr名物夜究、夜寝会設之鍾愛./日本コJピュ

タ付イエ〆スγ会均勉強会のご匂/rSOIぬ(Sm.lIα(i'Oilkm.O陥修究会鍔会"

" 
" 

間 i附倉崎Il'ドコュー什イエJ ス手合間

9

5

7

S

 

7
5
S
J
S
 

。，
。，
6司、
代。

ヘ、

。
ハい

仏
J

、。
f

J

W

 ヂJ
/
 

/
d
y
 

F

ヘホ，件
J/
 パ
/。じ

ソ/つ

-詳細については本誌掲載の

投稿規定をご参照ください。

なお不明の点につきましては

学会事務局にお問い合わせく

ださい。

原稿送付先:

守130・0026

東京都墨剖藍詞国 1-15-10 C汽ピル3F

アルファメディア(有) JJCS繍集告別乍室

TEL. 03開5669-5012 FAX. 03-5669“5013 

E-mail jjcs@jacs.org 

日本コンビュータサイエンス学会

Iαpanese Association of Computer Science 



85 

p fコンビュータサイエンス (JapaneseJournal of Computer Science，略してJJCS)Jの投稿規定
1. ;$:誌の目的

本誌は，日本コンピュ…タサイエンス学会の学会誌および論文

誌として刊行する。本誌は，医学・歯学・薬学・看護学・理学・

工学・農学に関連する幅広い分野で診療や研究活動に，コン

ピュータサイエンスを活用して得られた成果を分野の枠を超えて

交流させることを底的とする C

2.本誌誌が歓迎する論文

本誌は，とくに研究街へのコンピュータサイエンス的手技活用

の実践的よ主体的な論文を歓迎する。また，幅広い分野で利用が可

能なデータベースやソフトウェアの開発に関する論文も歓迎す

る。本学会比分野の異なる研究者が参加する機裂の学会である

ことを念頭に，自白5・対象・内容表現の記述にあたっては，手

技・分野を超えた明瞭さをお願いしたい。

3.投稿資格

隊員日として，著者{立学会長であることを必要とする O ただし，

編集委員会が認めた場合にはこの絞りではない。

4.投稿綴定

原稿は和文または英文とし，別記する=玖祭姿項で指定されたス

タイルにしたカfう。

f邸主(外国雑誌も含む)に発表ずみ，投稿中のものはお断りする。

5.校正

受理原稿のミ若者校正は，房、刻として初校のみとする O

6.著者の負担は当分の関以下のようにする。

投稿料:無料 O

別所 : 30音1¥を祭顕著者に無料で進呈するo30郊を超える希望

がある場合には，下に定める料金表のように著者負担となる O こ

の場合，初校時に必ず必要部数を申し出ること。

;コンピュ…タサイエンスj別箱IJ価格表

ペ…ジ数 100音1¥ 200部 300苦1¥

1-6 36，000 44，000 52，000 

モノクロ 7 -12 40，000 50警00060，000 

13-18 44，000 56，000 68，000 

1 -6 100，000 108，000 116，000 

カラー 7 -12 104，000 114，000 124，000 

13-18 108，000 120，000 132，000 

-別榔30部は無料送量申し上げます。それ以上の有料別刷

のお申し込みは， 100部単位でお綴いいたします。

・ページ数は掲載論文の組上数です。

.ft泌格は税込みです。

そのほか:カラー印刷を希望する場合には，原則として著者に

実費負担をお願いする。

7.箸作権

著作権はコンビュータサイエンス学会に所属する O 論文内容

は，学会の%引明T(Wor泌 WideWeb)ベ…ジにでも公表する。現

在，学会の WWWペ…ジの URLは， 1日tp:ffwww.jacs.orgfであ

るO ただし，著者は開発したデータベースやソフトウェアおよび

ハードウェアなどに対する権利，論文内容を将来の研究のために

利用する権利等は保有する。掲載記事内容の支任は著者が負うも

のとする。

8.査読

投稿原稿の採~は編集委員会が決定する。訂正を姿諮された原

稿は指定期郎内に改定しなくてはならない。

nコンビュータサイエンスj執筆要項]
原稿lま，探知として，電子ファイルの形でお送りいただきます。

本誌は， Macintosh による DTPiこより綴版を行っている関係

上，以下の形式でお送りください。本文，各図，各表，図説は，

それぞれ独立したファイルで保存してください。また，本文-

i迎・表の中のフォントは，極力 JISコード体系以外の外字を使用

しないようにしてください。文字化け等の確認のため，テキス

ト，殴，表をプリントアウトし， ikt体主事を指定したものそ{芥せて

お送りください。数式はMathType(Macintosh)で級版を行ってい

ますので， MathTypeで作成された数式の場合はオリジナルの

ファイルをお送りください。それ以外の場合には，活字でプリン

トアウトしたものをお送りください。なお， T巴Xには対応、できま

せんO

(Macintoshの場合〕

Macintoshフォーマットのフロッピーディスク， 3.5インチMO

(l28-640MB)， CD-IにDVD-RAMのいずれかを使用してくださ

い。本文は MS羽Tordまたは擦自主テキスト形式で保存し，プリン

トアウトしたものも添付してください。なお， Nisus Writer(Solo 

Writer)については僚主主のファイル形式でお送りください。図表

はBMP，TIFF警PICT形式で保存し，プリントアウトしたものも

添付してください。図表のフォントは PSフォントをご使用くだ

さい。

Macintoshで作成した原稿は，本文・図・表に分けて保存した

ファイルをお送りいただきます。数字や欧文の単語は，司王角に統

一してください。原則として，本文の和文フォントは細明朝体，

欧文フォントは Tim巴s，記号は Symbolを使用してください。ま

た，本文思表を含めアプリケ…ション独自の特殊フォントの使用

は極力さけてください。また， rカタカナ表記でComputerはコ
ンピュータですJのように欧文単語前後には半角スペースを挿入

せず、に， rカタカナ表記でComputerはコンピュ…タですJのよう
にベタ打ちとしてください。

見出し記号は編集段|穏で統一しますが，大見出しから順に，

1.， 2.……， (1)， (2)……， a.， b.…・υ とします。
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論文の長さは，論文の場合は，仕上がり1Os'i以内，短報の場合

は，仕上がり 4頁以内をめやすにしています。論文の場合は，

10，000文字以内(図表は l点につき200字として換算してくださ

い)。

本文のファイルの名前は筆頭著者。“本文"十投函日としてくだ

さい。例 “法橋尚宏.本文99/09/12" 英文・和文いずれの投稿に

おいても，英文・和文雨ガの題名・著者・所属・キーワード・主主

約が必重さです。本文の執筆は以下の版序でお譲二きください。

running head (全角20字以内)，別刷諮求先。

和文題名，和文著者名，和文所属，和文キーワード，和文要

約(600字以内)

英文題名，英文著者名，英文所属，英文キーワード，英文要

約(300誇以内)

本文，謝辞，文献，図説

引用文献は本文での引用}I隠に番号をふり，本文中では引用箇所

に[l]のように記入してください。なお，各文献は次の形式にし

たがってください。著者は3人まではすべて記し 4人包からは

そのほかとしてください。

雑誌のとき [若干号}著者，論文題目，雑誌名，巻，潟始頁ー

終了頁，発行年西;話¥

単行本のとき [番号]務者，

行年

発行所名，発行場所，発

また， Internet上の資源を引用文献とする場合は， URL 

(Uniform Resource Locator)で表現し，著作権者とアクセスした

日時を記載してください。

日本コンピュータサイエンス学会:htゆ://wwwsoc.nacsis.ac.jp/ 

jacs/JJCS/V5/nl/index.html， 1999年12月12日アクセス

表はl枚ず、つ保存してください。ファイル名は， E音頭著者。表

番の形式にしてくだ

さい。例 “法橋尚宏.表1" 

図のファイル名は，筆頭著者。図番の形式にしてください。例

“法橋尚宏.図 l九なお，画面ダンプは256色グレー階調・縮小

せずに保存。写主主l土スライドあるいは紙焼写真をお送りくださ

い。写真の裏閣に，題名・筆頭著者・図の番号・天地を記入して

ください。

CDOS系(Windows95/98，Windows NTを含む)の;場合/UNIX

系の場合〕

基本約には上述のMacintoshの場合に準じますが，1.44MB(18 

セクタ)にフォーマットされたフロッピーディスク， 3.5インチ

MO(128~640MB) ， CD同R，DVD-RAMのいずれかをご使用くだ

さい。本文，表，図説は MS-Word形式または DOSテキスト形

式で保存し，プリントアウトしたものも添付してください。図は

BMPまたは TIFF形式(圧縮なし)で保存しプリントアウトした

ものをお送りください。

送付方法

(1)郵送

フロッピーディスクあるいは3.5インチ MOディスク， CD倫R，

DVD-RAM:ラベルを貼って，論文表題，著者名をお脅さくださ

い。必要があれば写真:スライドあるいは紙焼。

原稿打出し:イタリックなどの文字属性を朱誉き指定した原稿

打出しを必ず同封ください。図表の挿入位震やサイズに指定があ

る場合には併せて記入ください。

図表打出し:図表の番号を併せてご記入ください。

カバーレター:題名，著者，伺封されているフロッピーディス

ク・写真・打出しの数，フロッピーディスク|今のすべてのファイ

ル名，本文や表を作成したアプリケーション・システムのバー

ジョン等について記入したカバーレターをつけてください。

送付:フロッピ一等は適当な厚紙などで挟むか，専用のメール

パックをお使いください。角3封筒に保護厚紙を同封し，必ず簡

易書留にで下記の送り先にご送付ください。原則として，お送り

いただいた原稿・メディア・写真は返却し、たしませんので，予め

ご自身でパックアップコピーをお願いいたします。

(2)E-mail 

lつのフォルダにファイルをすべてまとめて庄絡し添付ブァイ

ルとしてjjcs@alpha-media.co必宛にご送付ください。なおiJ;(

稿打ち出しの代わりに PDFファイルを入れていただくか， JJ;(，f!，:j 

打ち出したものを Fax送信してください。

送付先:〒130-0026

東京都墨田阪阿国 l一15-10 CRピル3F

アルファメディア(宥) JJCS編集制作室

Fax 03田5669命5013
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1999年度賛助会員

@niftyバイオフォーラム (FBIO) http://www.nifty.ne.jp/forum/fbio/ 

1999年度協賛企業一覧
協賛企業名 所在地 TEし. ドAX.

アップルコンピュータ(株) 163-1480東京都新宿区西新指3-20… 2 

http://www.apple.co.jp 

上野メデイカルクリニック ホテル日航 米926輪9911

ワイキキ/ザ・イ 1)カイ lF

http://www.yamasei.co.jp 

(株)大塚商会 101-0064東京都千代田区猿楽町2-8-8 03-5280但5601 03-5280ゅ5602

http://www.otsuka-shokai.co.jp 

スキンサポート 160叩0023東京都新宿区西新宿 1-3 -15 0120-723-236 03-5324-3700 

栃木ピル 8F

日本ゲートウェイ2000(株) 240信8520神奈JI!県横浜市保土ヶ谷村i戸IID'134番地 045叩339-5560 0120-54-2060 

横浜.ビジネスパーク・ハイテクセンタ

http://www.gw2k.co.jp 

プラス(株) 261-8501千葉県千葉市美浜区中瀬 1 3 -B22 043-296嶋3706 043ω296ω3073 

http://www.plus.co.jp 

米関対面法人野口医学研究所 105-0001東京都港区虎の門 1-20-7 03-3501佃0130 03-3580伶2490

e-mail: nmri@alpha知web.or.jp

(株)山清 179-0073東京都練馬区白柄3-16-19 0120-236心07 0120“646-417 
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2000年のカウントダウンが間近に開こえる頃になりましたが，なんとか1999年度の学会誌Vol.6 No.l (通

巻9号)を発行できる運びとなりホットしてます。今号は薄氷を臆みながらの編集でありました。関係各位，

とくにアルファメディアの絶大なる協力のたまものと感謝の気持ちで一杯です。

さて，今だに先の見えぬ不況のなかY2kクライシスを目前に控え，規制緩和による競争激化，リストラの

ための完全失業率の増大，日大企業の合併が繰り返されるなど，世間は揺れに揺れています。また，われわ

れを取り巻くコンピュータ環境も激変を続け，行く先は不透明感で一杯です。

そのような中でも，われわれは常にエンドユーザの立場からコンピュータ利用に関する情報交換という臼

的を堅持しつつ，複眼的に未来を見据えてまいりました。それに呼応するかのように，今号も幅広い分野か

ら実践家の論文が数多く寄せられ，大変充実した内容になったと自負しております。是非，手にとってじっ

くり自を過してみてください。 賢島彰彦(編集委員)

コンビュータサイエンス編集委員
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